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は
じ
め
に

　

無
駄
安
留
記
は
、
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
に
い
っ
た
ん
成
立
し
、
明
治
九
年

（
一
八
七
六
）
頃
に
現
在
の
形
に
な
っ
た
地
誌
で
あ
る
。
著
者
は
米
逸
処
と
い
う
商

人
と
さ
れ
て
い
る
。
現
在
の
鳥
取
県
東
部
に
あ
る
因
幡
国
の
八
郡
、
邑
美
郡
・
法
美

郡
・
高
草
郡
・
気
多
郡
・
八
上
郡
・
八
東
郡
・
智
頭
郡
の
景
勝
地
や
旧
跡
な
ど
に
つ

い
て
本
文
、
絵
、
作
者
の
和
歌
や
狂
歌
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　

今
年
度
は
、
因
幡
国
東
部
に
存
在
し
た
智
頭
郡
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
た
。
智
頭

郡
と
は
、
現
在
の
鳥
取
市
用
瀬
町
、
鳥
取
市
佐
治
村
、
智
頭
町
に
あ
た
り
、
明
治
二
九

年
（
一
八
九
六
）
に
智
頭
郡
は
八
上
郡
・
八
東
郡
と
合
併
し
て
八
頭
郡
と
な
っ
た
。

調
査
方
法
は
、
本
文
と
絵
、
狂
歌
、
和
歌
の
解
読
と
現
地
調
査
、『
因
幡
志
』
な
ど
の

ほ
か
の
地
誌
と
の
比
較
を
行
っ
た
。

　

報
告
す
る
名
所
は
智
頭
街
道
に
沿
っ
て
存
在
し
、
著
者
は
智
頭
街
道
を
通
っ
て
名

所
を
ま
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
智
頭
街
道
は
江
戸
時
代
に
整
備
さ
れ
た
街
道

の
一
つ
で
、
播
磨
国
姫
路
（
兵
庫
県
姫
路
市
）
を
始
点
と
し
て
、
因
幡
国
鳥
取
（
鳥

取
県
鳥
取
市
）
に
至
る
道
で
あ
る
。
私
た
ち
は
、
そ
の
道
を
実
際
に
歩
き
、
著
者
が

訪
れ
た
名
所
を
調
査
し
、
著
者
と
同
じ
風
景
を
眺
め
た
。
一
五
五
年
前
の
著
者
が
見

た
風
景
と
は
少
し
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
時
間
を
超
え
て
、
著
者

が
見
た
風
景
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
報
告
書
に
よ
っ
て
、
智
頭
郡
の
風

景
や
自
然
を
味
わ
っ
て
、
昔
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
よ
う
な
気
持
に
な
っ
て
い
た

だ
け
た
ら
幸
い
で
あ
る
。　

（
寄
能　

千
明
）
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三
角
山

　

無
駄
安
留
記
本
文
を
、
①
三
角
山
の
登
山
路
・
三
角
山
神
社
、
②
三
角
山
頂
上
か

ら
の
眺
め
、
③
三
角
山
を
詠
ん
だ
歌
、
と
三
つ
の
項
目
に
分
け
、「
三
角
山
」
に
つ

い
て
報
告
し
て
い
く
。
加
え
て
、
無
駄
安
留
記
本
文
に
は
、
城
跡
に
つ
い
て
触
れ
ら

れ
て
は
い
な
い
が
、
挿
絵
に
は
「
城
墟
」
と
記
さ
れ
て
い
る
山
が
描
か
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
④
城
跡
に
つ
い
て
も
報
告
し
て
い
く
。

①
三
角
山
の
登
山
路
・
三
角
山
神
社

　

三
角
山
の
登
山
路
の
様
子
や
頂
上
に
あ
る
三
角
山
神
社
に
つ
い
て
、
無
駄
安
留
記

本
文
に
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
あ
る
。

往
古
は
天
狗
聚
住
、
常
に
登
山
か
た
か
り
し
由
。
凡
谷
を
ゆ
く
こ
と
五
六
町
に

し
て
弁
天
祠
あ
り
。
夫
よ
り
舞
堂
。
是
よ
り
岬
づ
た
ひ
し
て
数
丁
登
れ
ば
華
門
。

又
数
丁
登
れ
ば
一
ッ
の
峯
に
到
る
。
少
平
地
に
し
て
、
休
処
、
施
行
場
と
云
。

是
よ
り
山
路
険
岨
に
し
て
、
九
折
を
登
れ
ば
社
頭
に
到
る
。
大
岩
覆
ひ
て
、
或

背
き
又
向
て
、
横
に
負
、
竪
に
抱
れ
、
総
て
岩
石
を
積
た
る
頂
に
鎮
座
す
る
神
、

峯
鐸
大
権
現
と
崇
る
。
岩
間
老
松
生
て
、
南
の
岩
壁
に
倚
て
籠
堂
を
建
る
外
、

寸
地
も
平
地
な
し
。

　
（
訳
）

遠
い
昔
は
天
狗
が
集
ま
っ
て
住
ん
で
い
て
、
常
に
登
山
が
難
し
か
っ
た
と
い
う
。
お

よ
そ
谷
を
行
く
こ
と
五
五
〇
〜

六
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
に
弁

天
祠
が
あ
る
。
そ
れ
か
ら
舞
堂
が

あ
る
。
そ
こ
か
ら
岬
に
そ
っ
て
数

百
メ
ー
ト
ル
登
れ
ば
鳥
居
、
ま
た

数
百
メ
ー
ト
ル
登
れ
ば
一
つ
の
峯

に
着
く
。
少
し
平
地
に
な
っ
て
い

て
、
そ
こ
は
休
憩
場
で
施
行
場
と

い
う
。
こ
れ
か
ら
の
山
路
は
険
し

く
て
、
曲
が
り
く
ね
っ
た
路
を
登

れ
ば
社
頭
に
着
く
。
大
岩
が
覆
っ
て
い
て
、
あ
る
い
は
背
中
を
向
け
て
い
る
よ
う
に

見
え
、
横
に
も
た
れ
、
縦
に
も
た
れ
か
か
っ
て
い
る
よ
う
に
積
ま
れ
、
そ
う
し
た
岩

石
の
頂
に
鎮
座
す
る
神
は
、
峯
鐸
大
権
現
と
崇
め
ら
れ
て
い
る
。
岩
の
間
に
は
老
い

た
松
が
生
え
て
お
り
、
南
の
岩
壁
に
よ
り
か
か
る
よ
う
に
籠
堂
が
建
っ
て
い
る
ほ
か

に
、
少
し
も
平
地
が
な
い
。

　
「
往
古
は
天
狗
聚
住
」（
遠
い
昔
は
天
狗
が
集
ま
っ
て
住
ん
で
い
た
）と
い
う
言
葉
か

ら
三
角
山
に
つ
い
て
の
無
駄
安
留
記
本
文
が
始
ま
る
よ
う
に
、
三
角
山
は
天
狗
の
山

と
い
っ
て
も
過
言
で
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
そ
ん
な
三
角
山
に
は
、
い
く
つ
か
天
狗

に
ま
つ
わ
る
民
話
が
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
特
に
天
狗
に
ま
つ
わ
る
出
来
事

が
詳
細
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
民
話
が
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
以
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守
護
す
る
海
の
神
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
」（
國

學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所
『
神
道
事
典
』
平
成

六
年
、
弘
文
堂
、
五
二
頁
）。
さ
ら
に
、
弁
天
祠

と
あ
る
の
で
弁
天
様
に
つ
い
て
、
戸
部
民
夫
『
日

本
の
神
　々

多
彩
な
民
族
神
た
ち
』（
一
九
九
八

年
、
新
紀
元
社
、
二
四
〜
二
七
頁
）
に
よ
っ
て
調

べ
て
み
る
と
、
弁
天
様
は
、
大
黒
様
と
同
様
に
渡

来
神
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
そ
の
出
自
は
、

イ
ン
ド
神
話
の
河
神
の
サ
ラ
ス
ヴ
ァ
テ
ィ
と
い
う

女
神
で
、
日
本
に
入
っ
て
き
た
の
は
奈
良
時
代
の

こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、鎌
倉
時
代
に
な
る
と
、

在
来
の
神
で
あ
る
市
杵
島
姫
命
と
習
合
し
た
。
な
ぜ
、
習
合
し
た
の
か
詳
細
な
経
緯

は
分
か
ら
な
か
っ
た
が
、
両
方
の
神
と
も
美
人
の
女
神
で
水
神
で
あ
っ
た
た
め
、
習

合
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
、
弁
天
様
と
市
杵
島
姫
命
の
習
合

に
よ
っ
て
、
弁
天
祠
の
祭
神
は
市
杵
島
姫
命
と
な
っ
て
い
る
。

　

弁
天
祠
か
ら
少
し
先
に
行
く
と
女
人
堂
が
あ
る
。
三
角
山
神
社
は
、
戦
前
、
女
人

禁
制
の
神
社
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
女
性
が
参
拝
で
き
る
の
は
こ
の
女
人
堂
ま
で

で
あ
り
、
こ
こ
に
は
「
女
人
堂
」
と
彫
ら
れ
た
大
き
な
石
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
現

在
は
、
女
性
も
頂
上
ま
で
登
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
。

　

鳥
居
が
見
え
る
登
山
口
手
前
の
道
の
脇
に
、「
鶯
や
こ
の
道
行
け
ば
女
人
堂
」
と

女
人
堂
を
詠
ん
だ
『
谷
口
雲
崖
句
碑
』
と
い
う
立
て
看
版
に
、
女
人
禁
制
に
つ
い
て

次
の
記
述
が
あ
る
。
ま
た
、「
鳥
取
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
」
の
「
谷
口
雲
崖
句
碑
」

に
も
同
じ
文
章
が
出
て
い
る
。

女
人
禁
制
と
い
え
ば
、女
性
を
穢
れ
も
の
と
し
た
封
建
思
想
を
想
像
さ
せ
る
が
、

　

こ
の
話
の
天
狗
は
、
お
そ
ら
く
、
断
食
中
の
神
主
が
天
狗
＝
宝
積
坊
権
現
が
祀
ら

れ
て
い
る
神
社
の
前
で
煙
草
を
呑
ん
で
い
た
た
め
、
そ
れ
を
た
し
な
め
に
現
れ
た
の

で
あ
ろ
う
。
こ
の
民
話
は
年
月
日
、
神
主
の
名
前
が
明
確
に
記
さ
れ
て
お
り
、
天
狗

は
本
当
に
実
在
す
る
の
だ
と
思
え
る
話
だ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
三
角
山
は
天
狗
に
見

守
ら
れ
て
い
る
山
な
の
で
あ
る
。

　

三
角
山
を
登
り
始
め
て
、
最
初
に
見
え
る
の
は
弁
天
祠
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
無
駄

安
留
記
本
文
の
「
凡
谷
を
ゆ
く
こ
と
五
六
町
に
し
て
弁
天
祠
あ
り
」（
お
よ
そ
谷
を

行
く
こ
と
五
五
〇
か
ら
六
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
に
弁
天
祠
が
あ
る
）
に
当
た
る

箇
所
で
あ
る
。
弁
天
祠
の
祭
神
は
市イ
チ
キ
シ
マ
ヒ
メ
ノ
ミ
コ
ト

杵
島
姫
命
で
あ
る
。
市
杵
島
姫
命
に
つ
い
て
詳

し
く
見
て
み
る
と
、
市
杵
島
姫
命
は
「
ア
マ
テ
ラ
ス
と
ス
サ
ノ
オ
の
誓
約
に
よ
っ
て

生
ま
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
宗
像
三
女
神
の
一
つ
」
で
あ
り
、「
玄
界
灘
の
海
上
交
通
を

弁
天
祠

下
の
文
章
は
そ
の
あ
ら
す
じ
で
あ
る
。

　

三
角
山
神
社
の
神
主
田
中
主
税
が
、

宿
願
の
わ
け
が
あ
っ
て
、
享
保
十
一
年

六
月
十
八
日
三
角
山
頂
上
に
参
上
し

て
、
神
前
で
十
七
日
の
断
食
を
し
て
い

た
。
す
る
と
、
同
月
二
十
三
日
申
刻
ば

か
り
、
主
税
が
神
前
で
煙
草
を
呑
ん
で

い
る
と
、
目
の
前
に
翼
を
つ
け
た
天
狗

が
現
れ
た
。
天
狗
は
た
だ
主
税
を
し
ば

ら
く
に
ら
み
つ
け
て
、去
っ
て
い
っ
た
。

（「
用
ヶ
瀬
の
宝
積
坊
」『
因
伯
昔
ば
な

し　

第
六
集
』（
編
集
・
発
行
、
鳥
取

民
話
研
究
会
（
代
表
鷲
見
貞
雄
）、
昭

和
五
〇
年
、
五
八
頁
））。
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立
て
看
板
に
は
、

こ
の
社
の
創
建
は
不
明
な
れ
ど
も
、
口
伝
で
は
因
幡
の
国
司
「
在
原
行
平
」
こ

の
社
に
参
拝
し
「
ゆ
く
さ
き
を
み
す
み
の
や
ま
を
…
…
」
と
詠
ん
だ
と
云
わ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
西
暦
８
０
０
年
以
前
と
も
考
え
ら
れ
る
。
幾
多
の
災

害
に
よ
り
消
失
す
る
も
寛
永
３
年
（
１
６
２
６
）
に
再
建
さ
れ
、
宝
永
３
年

（
１
７
０
６
）
の
棟
札
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

と
あ
る
。
加
え
て
、『
鳥
取
県
歴
史
の
道
調
査
報
告
書
』
第
一
集
「
智
頭
往
来
」（
平

成
元
年
、
三
八
頁
）
で
は
、「
社
殿
は
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
に
再
建
さ
れ
、
明

治
四
〇
年
（
一
九
〇
七
）、
昭
和
四
四
年
（
一
九
六
九
）
に
修
理
さ
れ
て
い
る
（『
用

瀬
町
誌
』）」
と
あ
る
。
さ
ら
に
、『
用
瀬
町
教
育
委
員
会
（
平
成
九
年
）』
の
立
て

看
板
を
見
る
と
、「
現
在
の
本
殿
は
弘
化
二
年
（
１
８
４
５
）
四
月
再
建
の
も
の
で
、

東
向
で
あ
っ
た
も
の
を
西
向
に
か
え
て
建
て
、
更
に
明
治
四
十
年
（
１
９
０
８
）
に

修
理
し
た
も
の
で
あ
る
」
と
あ
る
。

　

以
上
、
社
の
創
建
に
関
す
る
記
述
を
ま
と
め
る
と
、
社
が
初
め
て
建
立
さ
れ
た
正

確
な
年
は
不
明
で
あ
り
、
寛
永
三
年
（
一
六
二
六
）
に
再
建
さ
れ
、
さ
ら
に
、
弘
化

二
年
（
一
八
四
五
）
に
社
の
向
き
を
変

え
て
二
回
目
の
再
建
、
そ
の
後
二
度
に

わ
た
っ
て
修
理
が
施
さ
れ
て
現
在
の
社

に
至
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
気
づ
い
た
こ

と
は
、
現
在
の
社
は
、
無
駄
安
留
記
作

者
が
見
た
社
と
ほ
ぼ
変
わ
ら
な
い
と
云

う
こ
と
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
無
駄
安

留
記
（
上
・
下
巻
）
が
成
立
し
た
の
は

玄
界
灘
に
浮
か
ぶ
沖
の
島
の
伝
え
で
は
、
女
人
禁
制
は
海
神
の
嫉
妬
を
恐
れ
て

の
こ
と
で
あ
る
と
い
う
。
穢
れ
ど
こ
ろ
か
女
性
尊
重
の
思
想
に
も
と
づ
く
も
の

で
あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
三
角
山
が
女
人
禁
制
だ
っ
た
の
に
は
、
登
山
口
近
く
に
、
海
神
で

あ
る
市
杵
島
姫
命
が
祭
ら
れ
て
い
る
弁
天
祠
が
あ
る
こ
と
が
大
き
く
関
係
し
て
い
る

と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
海
神
が
女
性
に
何
の
嫉
妬
を
抱
く
の
か
は
分
か
ら
な
い
。

　

女
人
堂
か
ら
つ
づ
く
険
し
い
路
、
九
折
を
登
っ
て
い
く
と
山
頂
に
た
ど
り
着
く
。

こ
の
頂
上
の
す
ぐ
手
前
の
路
に
、
大
き
な
岩
が
積
み
重
な
っ
て
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、

無
駄
安
留
記
本
文
の
「
大
岩
覆
ひ
て
、
或
背
き
又
向
て
、
横
に
負
、
竪
に
抱
れ
、
総

て
岩
石
を
積
た
る
頂
に
鎮
座
す
る
神
、
峯
鐸
大
権
現
と
崇
る
」（
大
岩
が
覆
っ
て
い

て
、
あ
る
い
は
背
中
を
向
け
て
い
る
よ
う
に
見
え
、
横
に
も
た
れ
、
縦
に
も
た
れ
か

か
っ
て
い
る
よ
う
に
積
ま
れ
、
そ
う
し
た
岩
石
の
頂
に
鎮
座
す
る
神
は
、
峯
鐸
大
権

現
と
崇
め
ら
れ
て
い
る
）
の
描
写
に
一
致
す
る
箇
所
で
あ
る
。
実
際
に
、
大
き
な
岩

が
様
々
な
傾
き
で
積
み
重
な
っ
て
い
る
上
に
、
三

角
山
神
社
本
殿
（
峯
鐸
大
権
現
）
が
あ
っ
た
。
三

角
山
神
社
の
祭
神
は
、
猿サ
ル
タ
ヒ
コ
ノ
カ
ミ

田
彦
神
で
あ
る
。
猿
田

彦
神
は
、
皇
孫
降
臨
の
際
に
先
導
役
を
努
め
た
こ

と
か
ら
、「
旅
の
安
全
を
守
る
神
と
し
て
航
海
安

全
、
交
通
安
全
な
ど
が
祈
念
さ
れ
る
が
、
今
は
五

穀
豊
穣
の
農
民
の
神
と
し
て
各
地
で
祭
ら
れ
て
い

る
」（
中
島
篤
巳『
鳥
取
県
百
名
山
』二
〇
〇
二
年
、

葦
書
房
、
四
九
頁
）。

　

こ
の
社
の
創
建
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、

「
用
瀬
も
て
な
し
の
心
地
域
づ
く
り
推
進
会
」
の

女
人
堂

三
角
山
神
社
本
殿
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脚
下
は
用
ノ
瀬
駅
、
向
は
佐
治
郷
、
佐
治
・
知
頭
両
大
川
、
九
曲
の
流
山
谷
に

響
き
、
峯
々
は
波
濤
の
如
く
、
大
江
・
佐
治
奥
の
山
田
は
磴
の
如
く
、
貌
の
山
・

人
坂
遥
に
霧
こ
め
、
鳥
府
・
加
路
或
は
鷲
峯
、
遠
望
絶
景
無
双
の
高
峯
な
り
。

鷲
巣
の
峯
は
隣
れ
り
。
佐
治
・
屋
住
の
方
よ
り
望
め
ば
、
尖
巾
の
如
く
三
角
に

峻
る
。

　
（
訳
）

脚
下
は
用
瀨
駅
、
向
は
佐
治
郷
で
あ
り
、
佐
治
川
と
千
代
川
の
二
つ
の
大
き
な
川
が

曲
が
り
く
ね
っ
て
流
れ
山
谷
に
川
の
音
が
響
い
て
い
る
（
用
瀬
は
佐
治
川
と
千
代
川

合
流
点
に
形
成
さ
れ
た
谷
口
集
落
で
あ
る
）。
峯
々
は
大
波
の
よ
う
で
、
大
江
・
佐

治
奥
の
山
中
に
あ
る
田
は
石
段
の
よ
う
で
、
貌
の
山
・
人
阪
に
は
霧
が
た
ち
こ
め
、

鳥
府
・
加
露
ま
た
鷲
峯
が
見
え
、
こ
の
よ
う
な
遠
望
絶
景
の
高
峯
は
二
つ
と
な
い
。

鷲
巣
の
峯
は
隣
に
あ
る
。
佐
治
・
屋
住
の
方
か
ら
こ
の
三
角
山
を
眺
め
る
と
、
頭
巾

の
よ
う
に
三
角
に
鋭
く
な
っ
て
い
る
の
が
見
え
る
。

　

秋
、
私
は
深
呼
吸
を
し
な
が
ら
、
登
山
道
沿
い
の
木
と
鎖
を
使
っ
て
、
一
歩
一
歩

ゆ
っ
く
り
と
三
角
山
を
登
っ
て
行
っ
た
。
険
し
い
山
道
を
二
時
間
登
っ
て
、
よ
う
や

く
頂
上
に
辿
り
着
い
た
。
山
頂
か
ら
周
囲
を
眺
め
る
と
山
々
に
囲
ま
れ
、
気
圧
の
関

係
で
山
々
の
一
部
が
雲
に
隠
さ
れ
、
ぼ
ん
や
り
と
見
え
る
。
目
の
前
の
風
景
は
絶
景

無
双
の
水
墨
画
と
な
っ
た
。
無
駄
安
留
記
本
文
に
は「
遠
望
絶
景
無
双
の
高
峯
な
り
」

と
あ
る
。
時
間
を
遡
っ
て
、
昔
の
人
た
ち
も
今
の
私
と
同
じ
と
こ
ろ
に
立
っ
て
、
同

じ
よ
う
な
風
景
を
眺
め
た
だ
ろ
う
か
。
今
、
三
角
山
頂
上
に
立
っ
て
い
る
私
は
ま
る

で
一
人
で
は
な
く
、
先
人
た
ち
と
一
緒
に
立
っ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
た
。
昔
の
人

に
は
機
械
も
な
く
、
原
始
的
な
ツ
ー
ル
で
石
や
木
材
を
運
び
、
三
角
山
神
社
を
建
て

た
。
神
へ
の
尊
敬
と
よ
い
生
活
へ
の
憧
れ
の
気
持
ち
を
感
じ
ら
れ
る
。
自
分
の
手
、

安
政
五
年（
一
八
五
八
）
で
あ
り
、最
後
に
再
建
さ
れ
た
の
は
弘
化
二
年（
一
八
四
五
）

で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、三
角
山
神
社
本
殿
は
、昭
和
五
一
年（
一
九
七
六
）

に
用
瀬
町
指
定
文
化
財
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
社
殿
の
周
り
の
地
面
を
見
る
と
、
丸
い
石
が
た
く
さ
ん
転
が
っ
て
い
た
。
こ

の
丸
い
石
に
つ
い
て
は
、『
因
幡
志
』
に
「
願
ひ
成
就
の
人
は
色
々
の
小
石
を
手
向

て
報
賽
と
す
る
事
此
里
の
な
ら
は
し
な
り
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
丸

い
石
は
、
三
角
山
神
社
が
人
々
の
願
い
を
叶
え
て
き
た
証
だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
ま

た
、
三
角
山
が
人
々
に
信
仰
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
伝
え
る
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
だ

ろ
う
。

②
三
角
山
頂
上
か
ら
の
眺
め

　

三
角
山
頂
上
か
ら
の
眺
め
に
つ
い
て
、
無
駄
安
留
記
本
文
に
は
次
の
よ
う
に
書
か

れ
て
い
る
。

丸石
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自
ら
の
労
働
で
生
活
の
質
を
上
げ
る
こ
と
も
わ
れ
わ
れ
が
学
ぶ
べ
き
だ
と
思
っ
た
。

　

こ
こ
で
、
⑴
用
瀬
と
い
う
地
名
の
由
来
と
、
⑵
三
角
山
の
名
前
の
由
来
に
つ
い

て
紹
介
し
た
い
。

⑴
用
瀬
と
い
う
地
名
の
由
来

　
『
鳥
取
県
史
』
に
は
用
瀬
の
由
来
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
あ
る
。「
用
瀬

の
地
名
は
中
世
に
は
同
村
を
中
心
と
し
た
地
名
で
あ
っ
た
が
、
同
地
の
松
茸
尾
城
主

用
瀬
備
前
守
が
天
正
八
年
（
一
五
八
〇
）
に
没
落
。
の
ち
そ
の
子
孫
が
当
地
に
転
住

し
て
新
た
に
集
落
を
開
き
、
や
が
て
当
地
が
用
瀬
の
名
で
よ
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

と
伝
え
る
（
因
幡
誌
）。
元
禄
一
四
年
（
一
七
〇
一
）
の
変
地
其
外
相
改
目
録
（
県

立
博
物
館
蔵
）
に
、
正
保
国
絵
図
・
正
保
郷
帳
に
は
用
瀬
宿
と
載
せ
た
が
元
禄
国
絵

図
・
元
禄
郷
帳
か
ら
用
瀬
村
と
改
め
た
」。

⑵
三
角
山
の
名
前
の
由
来

　

無
駄
安
留
記
本
文
に
「
佐
治
・
屋
住
の
方
よ
り
望
め
ば
、
尖
巾
の
如
く
三
角
に
峻

る
。」
と
あ
る
よ
う
に
、
頭
巾
の
よ
う
に
三
角
に
聳
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
三
角
山

と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
だ
。
別
名
、
頭
巾
山
（
ず
き
ん
や
ま
、
と
き
ん
や
ま
、

と
っ
き
ん
ざ
ん
）と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。『
因
幡
志
』に
は「
襟
巾
山（
と
き
ん
や
ま
）」

と
記
さ
れ
て
あ
り
、『
因
幡
民
談
記
』
に
は
「
三
角
山
」
と
記
さ
れ
て
あ
り
、『
用
瀬

町
誌
』
に
は
「
御み
す
み栖

山や
ま

」
と
記
さ
れ
て
あ
る
。『
用
瀬
町
誌
』
に
「
御
栖
山
」
の
由

来
に
つ
い
て
、「
猿
田
彦
大
神
は
、
皇
孫
日
向
高
千
穂
行
幸
の
途
中
、
当
山
に
し
ば

ら
く
栖
み
玉
う
を
以
っ
て
御
栖
山
と
云
う
」
と
い
う
記
載
が
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
三
角
山
の
名
称
は
様
々
に
あ
る
が
、「
頭
巾
の
よ
う
に
三
角
」
で

あ
る
と
い
う
意
味
は
同
じ
で
あ
る
よ
う
だ
。
こ
の
報
告
書
に
お
い
て
は
、
無
駄
安
留
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持
ち
が
よ
く
表
現
さ
れ
て
い
る
の
が
二
首
目
の
歌
で
あ
る
。
用
瀬
の
す
ば
ら
し
い
景

色
を
見
下
ろ
し
、
酒
を
飲
み
つ
つ
、
意
気
揚
々
と
歌
を
詠
む
作
者
の
姿
が
目
に
浮
か

ぶ
よ
う
で
あ
る
。

④
城
跡

　

城
跡
と
は
景
石
城
跡
の
こ
と
で
あ
る
。
景
石
城
は
三
角
山
の
北
に
あ
り
、
正
確
な

築
城
年
月
日
は
不
明
で
あ
る
。
だ
が
、『
因
幡
志
』
に
「
太
平
記
三
十
巻
延
文
の
比

赤
松
筑
前
守
入
道
世
貞
同
律
師
則
祐
因
作
の
間
處
々
の
城
を
攻
け
る
時
草
木
操
尾
景

石
一
支
も
せ
す
と
あ
れ
ば
其
以
前
よ
り
國
侍
居
城
し
け
る
な
ら
ん
」
と
あ
る
こ
と
か

ら
、
延
文
年
間
つ
ま
り
一
三
五
六
〜
六
〇
年
に
赤
松
氏
が
景
石
城
を
攻
め
た
こ
と
が

分
か
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
景
石
城
は
室
町
時
代
に
は
既
に
存
在
し
て
い
た
と
思
わ

れ
る
。

　

実
際
に
、
城
山
頂
上
に
着
い
て
見
る
と
、
し
か
し
、
石
垣
等
の
城
の
跡
ら
し
き
も

の
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

　

以
上
、
①
か
ら
④
と
三
角
山
に
つ
い
て
報
告
し
て
き
た
。
三
角
山
の
調
査
を
行
っ

て
、
三
角
山
は
古
く
か
ら
人
々
に
信
仰
さ
れ
て
き
た
山
だ
と
い
う
こ
と
を
知
っ
た
。

（
三
宅
媛
子
・
ソ
ウ
ヨ
ウ
ト
ウ
）

記
本
文
に
記
載
さ
れ
て
い
る
「
三
角
山
」
に
統
一
し
て
呼
ぶ
こ
と
に
し
て
い
る
。

③
三
角
山
を
詠
ん
だ
歌

　

無
駄
安
留
記
本
文
に
は
、
三
角
山
を
詠
ん
だ
歌
が
二
首
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て

あ
る
。山

々
の
か
た
を
さ
す
り
て
行
雲
も

　
　
　
　

三
角
の
山
の
腰
を
な
づ
ら
む

　

社
頭
に
遊
宴
し
て

酌
み
か
は
す
酒
の
み
す
み
の
山
の
端
を

　
　
　
　

仰
げ
よ
下
戸
の
も
ち
の
せ
の
人

　
（
訳
）

　

山
々
の
肩
を
さ
す
っ
て
行
く
雲
も
、
三
角
の
山
の
腰
の
と
こ
ろ
で
行
き
悩
む
だ
ろ

う
。

　

社
殿
の
前
で
宴
会
し
て

　

酒
が
飲
め
な
い
用
瀬
の
人
よ
、酒
を
酌
み
交
わ
す
我
ら
が
い
る
三
角
の
山
の
端（
山

と
空
の
接
す
る
と
こ
ろ
）
を
仰
ぎ
見
上
げ
な
さ
い
。

　

一
首
目
は
、
雲
を
使
っ
て
三
角
山
の
険
し
さ
を
詠
ん
で
い
る
。
実
際
に
三
角
山
を

登
っ
て
、
途
中
、
何
度
弱
音
を
吐
い
た
こ
と
か
。
し
か
し
、
頂
上
ま
で
登
り
切
っ
て

眺
め
た
景
色
は
最
高
で
あ
っ
た
。
無
駄
安
留
記
の
作
者
も
、
空
に
浮
か
ぶ
雲
さ
え
も

厳
し
い
登
山
を
や
り
遂
げ
て
誇
り
を
持
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
の
と
き
の
作
者
の
気
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仙
足
ヶ
嶽

　

仙
足
ヶ
嶽
は
、
鳥
取
市
用
瀬
町
金
屋
に
あ
り
、
現
在
は
「
洗
足
山
」
と
呼
ば
れ
、

三
つ
の
登
山
ル
ー
ト
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。
無
駄
安
留
記
本
文
に
は
「
同　

金
屋
山

中
洗
足
ヶ
嶽
」と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、今
回
の
調
査
で
も
金
屋
ル
ー
ト
を
通
っ

た
。
な
お
、
以
下
は
「
洗
足
山
」
と
表
記
す
る
。

　

ま
ず
、
洗
足
山
に
つ
い
て
無
駄
安
留
記
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

同　

金
屋
山
中
仙
足
ヶ
嶽
鬼
ヶ
巌
窟

村
よ
り
登
る
こ
と
凡
三
十
町
、
半
途
ま
で
は
山
路
あ
り
。
そ
れ
よ
り
荊
棘
い
や

生
ひ
に
繁
り
て
、
樹
枝
を
攀
て
岩
を
踏
て
嶮
岨
を
凌
て
登
れ
ば
、
大
巌
畳
々
と

し
て
、
上
を
覆
ふ
て
老
樹
鬱
々
た
り
。
側
に
倒
れ
し
老
杉
あ
り
。
是
神
代
杉
と

か
や
。
大
株
な
り
。
即
大
巌
の
下
に
方
三
四
尺
の
三
隅
の
穴
あ
り
。
明
松
を
燈

し
て
脚
よ
り
入
る
。
一
段
下
り
て
這
込
め
ば
、
高
三
四
尺
計
、
幅
二
間
程
、
中

に
磊
多
く
、
奥
の
方
は
少
し
低
く
な
り
、
七
八
畳
は
敷
べ
し
。
北
窓
と
て
僅
に

穴
あ
り
て
、
明
り
見
る
計
。
蝙
蝠
数
多
、
燈
に
懼
れ
て
飛
な
り
。
口
碑
に
往
古

三
面
鬼
棲
し
由
。

　

こ
れ
を
現
代
語
訳
す
る
と
、「
同　

金
屋
山
中
仙
足
ヶ
嶽
鬼
ヶ
巌
窟　

村
よ
り
登

る
こ
と
約
三
キ
ロ
、
途
中
ま
で
は
山
道
が
あ
る
。
そ
れ
か
ら
い
ば
ら
が
生
い
茂
っ
て

い
て
、
樹
枝
を
よ
じ
登
り
、
岩
を
踏
み
し
め
て
険
し
い
道
を
乗
り
越
え
て
登
る
と
、

大
岩
が
畳
み
重
な
る
ほ
ど
あ
っ
て
、
そ
の
上
を
覆
っ
て
老
樹
が
薄
暗
く
生
い
茂
っ
て

い
る
。
そ
ば
に
倒
れ
た
老
杉
が
あ
る
。
こ
れ
を
神
代
杉
と
か
い
う
と
の
こ
と
。
大
株

で
あ
る
。
そ
の
大
岩
の
下
に
一
辺

が
九
〇
〜
一
二
〇
セ
ン
チ
の
三

角
の
穴
が
あ
る
。
松
明
を
灯
し
て

脚
か
ら
入
る
。
一
段
下
り
て
這
っ

て
入
り
込
む
と
、
高
さ
は
九
〇
〜

一
二
〇
セ
ン
チ
ば
か
り
、
幅
は

三
・
六
メ
ー
ト
ル
程
、
中
に
大
き

な
石
が
多
く
、
奥
の
方
は
少
し
低

く
な
り
、
七
、八
畳
敷
け
る
ほ
ど

広
が
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
北
窓
と

し
て
僅
か
に
穴
が
あ
っ
て
、
明
り

が
見
え
る
だ
け
で
あ
る
。
コ
ウ
モ
リ
が
数
多
、
灯
り
に
恐
れ
て
飛
ぶ
。
伝
説
で
は
三

面
鬼
が
棲
む
と
伝
え
ら
れ
る
と
の
こ
と
だ
」
と
な
る
。

　

今
回
私
た
ち
は
、
洗
足
山
に
つ
い
て
無
駄
安
留
記
本
文
と
絵
（
図
１
、
図
２
）
に

詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
も
の
に
注
目
し
て
調
べ
た
。
で
は
、
①
鬼
ヶ
巌
窟
、
②
神
代

杉
・
富
士
岩
、
③
女
夫
松
の
順
に
報
告
し
て
い
く
。

①
鬼
ヶ
巌
窟

　
「
鬼
ヶ
巌
窟
」
と
い
う
名
前
は
、
無
駄
安
留
記
に
「
口
碑
に
往
古
三
面
鬼
棲
し
由
」

と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
三
つ
の
顔
を
持
つ
鬼
が
住
ん
で
い
る
岩
の
洞
窟
に
由
来

図
１
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を
悩
ま
せ
て
い
た
。
そ
の
頃
八
上
郡
曳
田
村
に
住

む
鳥
越
長
者
に
は
、「
八
上
姫
」
と
い
う
愛
娘
が

お
り
、
そ
の
美
し
さ
は
太
古
の
八
上
姫
に
も
劣
ら

な
か
っ
た
。そ
の
姿
に
一
目
ぼ
れ
し
た
三
面
鬼
は
、

若
い
美
男
に
化
け
て
毎
夜
姫
の
も
と
に
通
う
よ
う

に
な
り
、二
人
は
毎
夜
楽
し
く
過
ご
し
て
い
た
が
、

決
し
て
名
前
や
住
む
と
こ
ろ
を
教
え
よ
う
と
し
な

か
っ
た
男
を
怪
し
ん
だ
長
者
の
家
は
、
姫
の
乳
母

の
知
恵
に
よ
り
、
娘
に
言
い
聞
か
せ
、
こ
っ
そ
り

男
の
服
の
裾
に
「
う
み
そ
」
の
糸
を
縫
い
付
け
た
。

夜
が
明
け
、
男
が
姿
を
消
し
た
後
、
乳
母
が
そ
の

「
う
み
そ
」を
た
ど
っ
て
い
く
と
、糸
は
用
瀬
町
の
美
成
の
上
の
岩
の
間
を
通
り
抜
け
、

洗
足
の
岩
窟
の
中
に
入
っ
て
い
っ
た
。
こ
う
し
て
相
手
が
洗
足
山
の
三
面
鬼
で
あ
る

こ
と
が
分
か
る
と
、
姫
は
大
変
驚
き
、
そ
の
時
か
ら
病
に
か
か
っ
て
こ
の
世
を
去
っ

て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
か
ら
と
い
う
も
の
三
面
鬼
は
ま
す
ま
す
荒
れ
狂
い
、
付
近
の
良

民
た
ち
を
さ
ん
ざ
ん
苦
し
め
た
。
し
か
し
、こ
れ
を
聞
い
た
当
時
の
因
幡
国
の
国
司
、

在
原
行
平
朝
臣
が
、
洗
足
の
不
動
明
王
に
祈
願
し
て
三
面
鬼
を
征
伐
し
た
。

　

三
面
鬼
に
つ
い
て
の
記
述
は
『
因
幡
志
』
に
も
あ
り
、「
三
面
鬼
と
云
へ
る
鬼
神

籠
り
居
て
国
中
の
人
民
を
な
や
ま
し
け
る
を
、
西
ノ
日
天
王
美
女
に
現
し
、
鬼
神
を

欺
き
討
ち
玉
ふ
を
云
傳
へ
よ
り
、委
し
く
神
社
考
に
註
す
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。「
西

ノ
日
天
王
」
と
は
、
鳥
取
市
河
原
町
曳
田
に
あ
る
売
沼
神
社
に
祀
ら
れ
て
い
る
「
八

上
姫
」
の
別
名
で
あ
る
。
こ
の
八
上
姫
は
前
述
し
た
民
話
の
「
太
古
の
八
上
姫
」
を

指
す
。
こ
ち
ら
で
は
、
八
上
姫
が
三
面
鬼
を
倒
し
た
と
い
う
結
末
に
な
っ
て
い
る
。

無
駄
安
留
記
に
は
「
口
碑
に
三
面
鬼
棲
し
由
」
と
あ
る
が
、
作
者
が
聞
い
た
と
い
う

三
面
鬼
の
伝
説
と
、
こ
こ
で
挙
げ
た
伝
説
が
同
じ
も
の
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。

す
る
も
の
で
あ
る
と
推
測
で
き
る
。
ま
た
、『
因
幡
志
』
に
も
、
鬼
と
も
賊
と
も
い

わ
れ
る
者
が
住
ん
で
い
た
こ
と
に
由
来
す
る
「
千
賊
窟
」
と
い
う
巌
窟
に
つ
い
て
の

記
述
が
存
在
す
る
。
そ
こ
で
、「
鬼
ヶ
巌
窟
」
と
「
千
賊
窟
」
は
同
一
の
も
の
の
こ

と
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
の
形
状
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
無
駄
安
留
記
の
本
文
・
訳
の
通
り
で
あ
る
。
一

方
『
因
幡
志
』
に
は
、「
窟
の
口
廣
さ
方
四
尺
許
り
、
奥
へ
二
間
程
入
て
、
下
の
方

へ
五
尺
許
り
、
釣
瓶
落
し
に
堀
下
し
、
其
よ
り
竪
横
六
七
尺
奥
行
七
八
間
」
と
、
よ

り
詳
細
な
情
報
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
実
際
の
様
子
（
写
真
１
）
は
と
い
う
と
、
入

り
口
は
一
辺
が
一
メ
ー
ト
ル
程
の
大
き
さ
で
、
本
文
と
も
合
致
し
て
い
た
が
、
無
数

の
石
で
塞
が
れ
て
い
た
た
め
、
中
に
入
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
岩

窟
の
真
上
へ
登
り
、
隙
間
か
ら
覗
き
込
ん
で
み
た
と
こ
ろ
、
か
な
り
の
奥
行
き
が
あ

る
と
い
う
こ
と
は
確
認
で
き
た
。

　

そ
し
て
歌
に
は
こ
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

人
喰
ふ　

鬼
が
い
は
や
の
あ
た
り
と
て

　
　

木
々
の
は
ご
と
に　

血
の
色
ぞ
す
る

　

こ
れ
を
現
代
語
訳
す
る
と
、「
人
を
食
う
鬼
が
い
る
岩
屋
の
辺
り
と
い
う
こ
と
で
、

木
々
の
葉
ご
と
に
血
の
色
が
付
い
て
い
る
」
と
な
る
。「
い
は
や
（
岩
屋
）」
の
「
い
」

に
は
「
居
」
が
掛
け
ら
れ
、「
は
ご
と
」
の
「
は
」
は
「
葉
」
と
「
歯
」
の
掛
詞
で
あ
る
。

ま
た
「
血
の
色
」
は
秋
の
紅
葉
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。

　

こ
こ
か
ら
先
は
、
鬼
ヶ
巌
窟
と
言
わ
れ
る
所
以
で
も
あ
る
「
三
面
鬼
」
に
つ
い
て

詳
し
く
考
え
て
み
る
。『
鳥
取
県
伝
説
集（
上
）
因
幡
編
』
に
三
面
鬼
に
つ
い
て
の
話

が
あ
る
が
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　

今
か
ら
千
余
年
前
、
洗
足
山
に
三
面
鬼
と
い
う
鬼
が
住
ん
で
い
て
、
近
郷
の
良
民

写
真
１　
鬼
ヶ
巌
窟
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同　

仙
足
ヶ
嶽
の
峯
に
、
女
夫
松
と
て
古
株

あ
り
。
二
樹
連
枝
二
枝
あ
り
。
圍
四
尺
余
、

一
株
は
少
し
小
く
て
高
数
丈
、
五
葉
な
り
。

奇
株
也
。
俗
階
子
松
と
い
ひ
伝
ふ
る
。

　
　

千
世
ま
で
も
お
な
じ
縁
に
足
引
や

　
　
　
　

手
を
ひ
く
峯
の
妹
と
せ
の
ま
つ

　

こ
れ
を
現
代
語
訳
す
る
と
、「
洗
足
ヶ
嶽
の
峯

に
、
女
夫
松
と
い
う
古
株
が
あ
る
。
二
つ
の
樹
の

二
枝
が
連
な
っ
て
い
る
。
樹
の
周
囲
は
一
二
〇
セ

ン
チ
余
り
、
一
株
は
少
し
小
さ
く
て
高
さ
は
数

丈
、
五
葉
松
で
あ
る
。
奇
株
で
あ
る
。
世
間
で
は

こ
れ
を
は
し
ご
松
と
言
い
伝
え
る
」
と
な
り
、
歌

は
「
長
い
年
月
が
経
っ
て
も
同
じ
縁
が
続
い
て
い

る
な
あ
、
手
を
ひ
い
て
い
る
よ
う
な
峯
の
妻
と
夫

の
松
は
」
と
な
る
。
絵
（
図
１
）
で
は
洗
足
山
の

中
央
に
描
か
れ
て
い
る
。

　

女
夫
松
（
夫
婦
松
）
と
は
、
夫
婦
の
よ
う
に
二

本
並
ん
で
生
え
て
い
る
松
の
こ
と
で
、
め
で
た
い

も
の
と
さ
れ
る
。
無
駄
安
留
記
本
文
に
よ
れ
ば
、

洗
足
山
の
女
夫
松
は
二
つ
の
木
の
枝
が
連
な
っ
て

い
る
奇
株
で
あ
り
、
そ
の
様
子
を
「
手
を
ひ
く
」

と
表
現
し
て
い
る
。
作
者
は
そ
の
珍
し
さ
に
感
動

②
神
代
杉
・
富
士
岩

　

神
代
杉
に
つ
い
て
、
無
駄
安
留
記
本
文
に
は
「
大
巌
畳
々
と
し
て
、
上
を
覆
ふ
て

老
樹
鬱
々
た
り
。
側
に
倒
れ
し
老
松
あ
り
。
是
神
代
杉
と
か
や
。」
と
あ
り
、絵
（
図

２
）
に
大
き
く
描
か
れ
て
い
る
。
実
際
の
写
真
（
写
真
２
）
と
比
べ
て
み
る
と
、
絵

に
描
か
れ
て
い
る
の
と
同
じ
よ
う
に
、
二
本
の
大
枝
が
上
に
向
か
っ
て
伸
び
て
い
る

の
が
分
か
る
。
鬼
ヶ
巌
窟
の
上
か
ら
下
へ
伸
び
て
お
り
、位
置
も
絵
と
同
じ
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
無
駄
安
留
記
に
描
か
れ
て
い
る
松
と
同
じ
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

富
士
岩
に
関
す
る
記
述
は
本
文
に
は
な
く
、
絵
（
図
２
）
の
情
報
し
か
な
い
。
そ

の
た
め
特
定
す
る
こ
と
が
難
し
か
っ
た
。
鬼
ヶ
巌
窟
と
神
代
杉
の
位
置
、
人
物
の
大

き
さ
と
の
比
較
、
形
な
ど
か
ら
推

測
す
る
と
、
写
真
（
写
真
３
）
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
名
前
に

「
富
士
」
と
付
い
て
い
る
だ
け
あ
っ

て
、
岩
の
上
部
は
尖
っ
て
お
り
、

絵
（
図
２
）
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
で

あ
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
神
代
杉
・

富
士
岩
に
関
す
る
記
述
が
あ
る
資

料
は
他
に
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。

③
女
夫
松

　

女
夫
松
に
つ
い
て
、
ま
ず
は
無

駄
安
留
記
の
本
文
と
和
歌
を
み
て

い
く
。

写
真
２　
神
代
杉

写
真
３　
富
士
岩

図
２
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目
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
つ
ま
り
作
者
は
、
仙
足
ヶ
嶽
と
鬼
ヶ
巌
窟
の
両
方
を

一
枚
の
絵
に
収
め
る
た
め
に
、
あ
え
て
配
置
を
変
え
て
描
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
が

わ
か
る
。

　

最
後
に
調
査
を
終
え
て
の
感
想
を
述
べ
る
。
作
者
と
同
じ
経
験
を
す
る
べ
く
洗
足

山
へ
の
登
山
を
決
行
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
道
の
り
は
非
常
に
険
し
く
、
実
際

の
も
の
よ
り
も
誇
張
し
て
描
き
た
く
な
っ
た
作
者
の
気
持
ち
を
察
す
る
こ
と
が
で
き

た
よ
う
に
思
う
。
鬼
の
岩
屋
に
つ
い
て
も
、
挿
絵
の
全
景
で
は
頂
上
よ
り
も
か
な
り

低
い
位
置
に
描
か
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
、
頂
上
と
鬼
の
岩
屋
を
分
か
つ
分
岐
点

を
見
つ
け
た
後
、
そ
れ
ま
で
の
苦
労
を
無
に
す
る
が
如
く
下
へ
下
へ
と
五
〇
〇
メ
ー

ト
ル
ほ
ど
歩
い
て
い
る
た
め
、
挿
絵
で
見
る
だ
け
で
は
決
し
て
分
か
ら
な
か
っ
た
こ

と
や
、
そ
の
分
、
作
者
が
味
わ
っ
た
苦
労
も
、
ま
と
め
て
体
験
で
き
た
よ
う
に
感
じ

る
。
一
方
、
鬼
の
岩
屋
や
神
代
杉
、
富
士
岩
の
外
見
的
な
特
徴
に
つ
い
て
は
、
か
な

り
の
年
月
が
経
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
無
駄
安
留
記
の
絵
や
記
述
そ
の
ま
ま
に

現
存
し
て
い
た
た
め
、
到
達
す
る
ま
で
の
疲
労
を
帳
消
し
に
す
る
ほ
ど
、
行
く
価
値

の
あ
る
場
所
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
。

参
考
資
料

　

野
津
龍
『
鳥
取
県
伝
説
集
（
上
）
因
幡
編
』
山
陰
放
送
、
一
九
八
九
年

（
田
中
真
純
・
落
合
麻
衣
）

し
、
和
歌
を
添
え
て
記
し
た
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
現
在
で

は
女
夫
松
は
残
っ
て
お
ら
ず
、
そ
れ

に
関
す
る
資
料
も
見
つ
け
る
こ
と
が

出
来
な
か
っ
た
。

　

以
上
よ
り
、
女
夫
松
は
残
念
な
が

ら
現
在
そ
の
姿
を
見
る
こ
と
は
出
来

な
い
が
、
鬼
ヶ
巌
窟
、
神
代
杉
、
富

士
岩
は
、
無
駄
安
留
記
が
書
か
れ
た

当
時
と
ほ
ぼ
同
じ
姿
で
残
っ
て
い
る

こ
と
が
分
か
っ
た
。

　

こ
こ
で
洗
足
山
の
外
観
に
つ
い

て
、
無
駄
安
留
記
の
絵
（
図
１
）
と

現
在
の
写
真
（
写
真
４
）を
比
較
す

る
。
奥
に
あ
る
二
つ
の
大
き
な
山
が

洗
足
山
で
あ
る
が
、
そ
の
両
者
で
明

ら
か
に
山
の
高
さ
が
異
な
っ
て
い
る

と
分
か
る
。
恐
ら
く
作
者
は
、
洗
足

山
の
険
し
さ
を
表
す
た
め
に
、
少
し

誇
張
し
て
描
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
ま
た
、
挿
絵
で
は
左
側
の
山

の
斜
面
に
描
か
れ
て
い
る
「
鬼
ヶ
巌

窟
」
も
、
実
際
に
は
山
の
裏
側
に
あ

る
た
め
、
写
真
と
同
じ
角
度
か
ら
は

写真４　現在の洗足山
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雞と
り

ヶ
平な

る

不
動
尊

　
雞
ヶ
平
と
不
動
尊
に
つ
い
て
の
本
文
と
訳
は
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

雞
ヶ
平
山
奥
仙
足
谷
不
動
尊

是
樟
原
雞
ヶ
平
の
村
民
尊
信
す
る
霊
仏
な
り
。
幽
谷
仙
足
谷
に
安
堵
す
る
。

　
こ
れ
を
訳
す
と
「
雞
ヶ
平
山
奥
の
仙
足
谷
不
動
尊
は
樟
原
雞
ヶ
平
の
村
民
が
信
仰

し
て
い
る
霊
仏
で
あ
る
。
山
奥
の
仙
足
谷
に
鎮
座
し
て
い
る
」
と
な
る
。

　
今
回
は
、
本
文
に
記
載
さ
れ
て
い
た
雞
ヶ
平
と
不
動
尊
に
つ
い
て
報
告
す
る
。
こ

こ
で
は
「
雞
」
と
い
う
漢
字
を
「
と
り
い
」
と
読
み
、後
述
の
「
鳥
居
カ
平
」
は
「
雞
ヶ

平
」
と
同
じ
場
所
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
ま
ず
、
雞
ヶ
平
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
雞
ヶ
平
は
、
現
在
の
鳥
取
市
用
瀬
町
樟
原

村
に
位
置
し
て
い
る
。『
因
幡
志
』
に
よ
る
と
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

カ
ウ
ノ
岨
ノ
彼
方
ヘ
鳥
居
カ
平
と
云
フ
所
、
三
軒
茶
屋
有
テ
、
馬
駕
ノ
休
ミ
所

ト
ス
。
此
ノ
地
本
名
郷
原
ナ
リ
。
昔
ハ
人
家
モ
無
リ
シ
ガ
、
宝
暦
年
中
用
瀬
ノ

土
人
出
茶
屋
ヲ
設
ケ
テ
、
今
ニ
至
レ
リ
。
鳥
居
ガ
平
ト
云
フ
ハ
、
往
古
此
所
ニ

宮
原
村
ノ
祭
神
葦
男
明
神
ノ
花
表
有
シ
迹
ナ
ル
ヲ
以
テ
、
其
ハ
イ
ウ
ト
云
リ
。

其
鳥
居
の
踏
石
鳥
居
カ
平
ヨ
リ
二
町
許
リ
下
、
街
道
ヨ
リ
五
、六
間
西
ノ
方
田

土
ノ
中
ニ
一
ツ
ア
リ
。又
一
ツ
ハ
街
道
ヲ
小
川
ニ
掛
レ
ル
圯
ノ
下
ニ
有
リ
ト
云
。

　
こ
れ
に
よ
る
と
、
雞
ヶ
平
と
い
う
所
は
、
三
軒
の
茶
屋
が
あ
っ
て
、
馬
や
駕
の
休

憩
す
る
所
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
地
の
本
当
の
名
は
郷
原
と
い
う
名
前
で
、
昔
は
人

が
住
む
家
も
な
か
っ
た
が
、
宝
暦
年
中
（
一
七
五
一
〜
六
三
）
に
用
瀬
の
村
人
が
茶

屋
を
建
て
て
、
今
に
至
っ
て
い
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。
現
在
で
は
「
上
方
往
来
お
立

場
跡
」
と
書
か
れ
た
看
板
が
立
っ
て
い
る
だ
け
と
な
っ
て
お
り
、『
因
幡
志
』
に
記

さ
れ
て
い
る
茶
屋
の
よ
う
な
建
物
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

　『
用
瀬
町
誌
』
に
よ
る
と
、
雞
ヶ
平
の
上
方
往
来
は
け
わ
し
い
山
道
と
な
っ
て
お

り
、
積
雪
の
あ
る
場
合
は
人
や
馬
の
通
行
が
で
き
な
い
ほ
ど
で
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て

い
る
。
現
在
は
あ
る
程
度
の
舗
装
は

さ
れ
て
お
り
、
当
時
の
よ
う
な
険
し

い
山
道
で
は
な
く
な
っ
て
い
た
。

　
雞
ヶ
平
の
名
前
の
由
来
と
し
て
、

昔
、
こ
こ
に
宮
原
村
の
祭
神
で
あ
る

葦
尾
大
明
神
の
鳥
居
が
あ
り
、「
鳥

居
」
を
も
じ
っ
て
雞
ヶ
平
と
呼
ば
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
鳥
居
の
踏

石
は
雞
ヶ
平
よ
り
二
町
ば
か
り
下

で
、
街
道
よ
り
五
、六
間
ほ
ど
西
の

方
の
田
土
の
中
に
一
つ
あ
る
。
も

う
一
つ
は
、
街
道
沿
い
の
小
川
に
掛

か
っ
て
い
る
橋
の
下
に
あ
る
と
言
わ

雞ヶ平から見た葦男大明神が祀られている山
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法
大
師
が
平
安
時
代
初
期
の
人
物
で
あ
る
こ
と
か

ら
考
え
て
、
平
安
初
期
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る

と
推
測
さ
れ
る
。
不
動
尊
に
つ
い
て
の
記
述
は
、

『
因
幡
志
』
や
『
稲
場
民
談
記
』
な
ど
近
世
の
地

誌
に
も
記
述
が
な
く
、
さ
ら
に
『
用
瀬
町
誌
』
以

外
の
近
年
の
文
献
に
も
指
摘
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
。
そ
れ
ゆ
え
、
無
駄
安
留
記
の
記
述
は
、
当
時

の
人
び
と
の
信
仰
を
知
る
上
で
重
要
な
史
料
と
言

え
よ
う
。

　

今
回
調
査
を
す
る
に
あ
た
り
、
無
駄
安
留
記
本

文
の
記
述
が
少
な
く
、
挿
絵
な
ど
も
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
情
報
が
少
な
く
、
調

査
を
す
す
め
る
の
に
大
変
苦
労
し
た
。
こ
の
よ
う
な
場
所
は
普
段
で
は
気
付
か
な
い

場
所
で
あ
る
。
今
回
の
調
査
を
通
し
て
、
鳥
取
に
も
こ
の
よ
う
な
場
所
が
あ
る
の
だ

な
と
感
じ
た
。

（
七
里　

峻
史
）

れ
て
い
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
写
真
の
よ
う
に
雞
ヶ
平
か
ら
葦
尾
大
明
神
が

祀
ら
れ
て
い
る
山
を
見
る
こ
と
も
で
き
た
。

　
『
用
瀬
町
誌
』
に
よ
る
と
、
雞
ヶ
平
が
位
置
し
て
い
る
の
は
樟
原
村
で
、
樟
原
の

発
祥
は
よ
く
わ
か
っ
て
い
な
い
。
だ
が
、
現
在
は
田
に
な
っ
て
い
る
場
所
が
昔
は
畑

で
、そ
こ
を
掘
っ
た
時
に
木
の
鳥
居
が
出
て
き
た
と
い
う
。
そ
こ
が
畑
に
な
る
前
は
、

荒
神
社
が
あ
り
、そ
こ
に
四
軒
の
家
が
あ
っ
て
樟
の
大
木
が
生
え
て
い
た
こ
と
か
ら
、

樟
原
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

次
に
、
不
動
尊
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
無
駄
安
留
記
に
よ
る
と
、
不
動
尊
は
雞
ヶ

平
の
山
奥
の
仙
足
谷
に
鎮
座
さ
れ
て
お
り
、
樟
原
の
雞
ヶ
平
の
住
民
が
信
仰
し
て
い

た
霊
仏
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。
現
在
は
不
動
院
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
現
地
調

査
に
赴
く
と
、
そ
こ
に
は
「
洗
足
山　

不
動
院
」
と
書
か
れ
た
も
の
が
あ
り
、
狛
犬

で
は
な
く
蛙
が
置
か
れ
て
い
た
。な
ぜ
、

蛙
が
置
か
れ
て
い
た
の
か
詳
細
は
不
明

で
あ
る
が
、
蛙
に
は
人
び
と
を
無
事
に

返
す
と
い
う
意
味
が
あ
る
の
で
、
旅
人

を
守
護
す
る
役
割
が
あ
っ
た
の
か
も
し

れ
な
い
。

　
『
用
瀬
町
誌
』
に
よ
る
と
本
尊
不
動

明
王
は
、
弘
法
大
師
が
作
っ
た
と
い
う

話
が
残
さ
れ
て
い
る
。そ
れ
に
よ
る
と
、

弘
法
大
師
が
諸
国
巡
礼
の
途
中
に
用
瀬

に
立
ち
寄
っ
た
際
、
道
に
迷
い
、
立
派

で
大
き
な
滝
に
突
き
当
た
り
、
そ
こ
を

祈
り
の
場
所
と
定
め
、
不
動
明
王
を

祀
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
弘

現
在
の
不
動
尊

不
動
尊
に
置
か
れ
た
蛙
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葦あ

し

を尾
大
明
神

　
葦
尾
大
明
神
の
つ
い
て
、
三
つ
に
分
け
て
説
明
す
る
こ
と
に
す
る
。

一

　
葦
尾
大
明
神
と
い
う
名
称
で
記
さ
れ
て
い
る
神
社
は
、
現
在
「
犬
山
神
社
」
の
名

で
呼
ば
れ
て
い
る
。

往
古
は
本
称
を
葦
原
生
と
書
る
。
神
代
よ
り
此
地
に
鎮
座
な
り
。
葦
原
に
生
る

と
云
古
事
な
る
由
。
老
松
鬱
茂
し
た
る
社
頭
平
に
し
て
、
大
祠
を
建
て
、
門
に

鐘
を
掲
る
。

　
現
代
語
訳
す
る
と
、「
昔
は
本
称
を
葦あ
し
は
ら
を

原
生
と
書
い
た
。
神
代
か
ら
こ
の
地
に
鎮

座
し
て
い
る
。
葦
原
に
生
ま
れ
た
と
い
う
故
事
が
あ
る
た
め
に
こ
の
名
が
付
い
た
。

老
い
た
松
が
鬱
々
と
茂
っ
た
社
頭
は
平
ら
で
大
き
な
祠
を
建
て
、
門
に
鐘
を
掲
げ
て

い
る
」
と
な
る
。

　
葦
尾
大
明
神
こ
と
犬
山
神
社
は
、
鳥
取
市
用
瀬
町
宮
原
に
あ
る
神
社
で
あ
る
。
祭

神
は
国
常
立
尊
・
大
山
祇
命
・
保
食
神
・
倉
稲
魂
神
・
素
戔
嗚
尊
で
、
神
社
の
社
叢

は
昭
和
六
〇
年
（
一
九
八
五
）
に
県
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
古

来
よ
り
足
の
病
に
霊
験
が
あ
る
と
し
て
信
仰
を
集
め
て
い
る
。
こ
の
神
社
の
成
り
立

ち
と
し
て
は
、『
因
伯
の
み
や
し
ろ
』
と
い
う
書
物
に
よ
る
と
、
八
五
五
年
に
在
原

行
平
が
因
幡
守
と
な
っ
て
宮
原
の
地
に
住
み
、
当
社
を
祭
祀
し
た
と
伝
承
さ
れ
て
い

る
。
葦
尾
大
明
神
は
近
世
ま
で

こ
の
名
で
呼
ば
れ
、
そ
の
近
辺
九

村
の
氏
神
と
し
て
奉
ら
れ
て
い

る
。
一
五
八
一
年
に
社
殿
そ
の
他

を
焼
失
し
た
後
、
一
六
二
六
年
に

再
建
。
そ
し
て
明
治
初
年
に
犬

山
神
社
と
改
称
し
た
。
そ
の
後

一
九
一
九
年
に
近
辺
の
神
社
九

社
を
合
祀
し
て
い
る
。
右
記
の
よ

う
に
多
数
の
祭
神
が
あ
る
の
は

こ
の
た
め
の
よ
う
で
あ
る
。

　『
因
幡
志
』
に
よ
る
と
、
葦
原
醜
男
を
略
し
た
葦
男
を
社
名
と
し
た
と
い
う
。
葦

原
醜
男
と
は
い
わ
ゆ
る
大
黒
主
の
こ
と
で
、
犬
山
神
社
は
こ
の
大
黒
主
を
奉
っ
て
い

る
と
『
因
幡
志
』
は
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
現
在
の
犬
山
神
社
の
本
殿
に
あ
る
看
板

に
は
、
こ
の
葦
原
醜
男
を
大
己
貴
命
と
称
し
て
、
祭
神
の
項
目
の
最
後
に
か
っ
こ
付

で
表
記
が
さ
れ
て
い
る
。

　『
稲
葉
民
談
記
』
で
は
神
社
の
成
り
立
ち
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

是
ハ
昔
武
内
ノ
大
臣
当
国
ヲ
治
メ
給
フ
時
、
智
頭
郡
ニ
ス
ミ
シ
ア
ラ
ウ
ミ
ト
云

（
フ
）鬼
神
ヲ
平
ゲ
其（
ノ
）足
ヲ
埋（
メ
）シ
所
、
神
ト
祝
ヒ
如
此
云（
フ
）ト
イ
ヘ
リ
。
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是
宮
原
邑
は
、
往
古
宮
人
の
配
流
せ
ら
れ
て
、
此
に
住
居
せ
し
苗
裔
な
り
。
産

業
を
不
知
ま
ゝ
に
、
木
地
挽
を
お
ぼ
え
て
生
を
養
ふ
。
今
羽
子
板
を
作
る
は
其

遺
業
な
る
よ
し
。
殊
に
古
き
神
社
な
り
。

　

現
代
語
訳
す
る
と
「
こ
の
宮
原
村
は
昔
、
都
の
宮
人
が
島
流
し
に
遭
っ
て
こ
こ
に

住
み
、
そ
の
子
孫
た
ち
が
作
っ
た
村
で
あ
る
。
彼
は
産
業
を
知
ら
ず
、
こ
の
地
に
来

て
か
ら
木
地
挽
き
を
習
得
し
て
生
活
し
て
い
た
。
今
こ
の
地
で
羽
子
板
を
作
る
の
は

そ
の
名
残
で
あ
る
と
い
う
」
と
な
る
。

　

宮
原
は
鳥
取
市
用
瀬
町
の
中
に
あ
る
村
で
、
農
業
を
中
心
と
し
、
古
く
か
ら
存
在

す
る
と
さ
れ
る
。
犬
山
神
社
と
関
係
が
深
く
、
こ
の
神
社
を
中
心
と
し
て
で
き
た
村

で
あ
る
と
『
用
瀬
町
史
』
に
記
述
が
あ
る
。
ま
た
、
大
正
一
〇
年
（
一
九
二
一
）
に

は
因
幡
社
駅
が
完
成
し
た
。
無
駄
安
留
記
の
中
で
は
、
こ
の
宮
原
に
か
つ
て
京
か
ら

島
流
し
に
遭
っ
た
人
物
が
来
た
場
所
で
、
そ
の
子
孫
た
ち
が
住
ん
で
い
る
村
で
あ
る

と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
て
、
こ
の
宮
原
だ
が
、
無
駄
安
留
記
の
中
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
羽
子

板
の
産
地
と
し
て
有
名
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
無
駄
安
留
記
が
書
か
れ
た
江
戸
時
代
に

は
こ
の
宮
原
で
作
ら
れ
る
羽
子
板
は
「
こ
け
ら
羽
子
板
」、「
宮
原
羽
子
板
」
な
ど
と

呼
ば
れ
て
有
名
な
産
物
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
江
戸
時
代
に
書
か
れ
た
と
さ
れ

る
『
因
幡
志
』
の
中
で
も
、
宮
原
の
産
物
と
し
て
「
羽
子
板
」
を
挙
げ
て
お
り
、「
コ

ケ
ラ
羽
子
板
と
言
い
、
蘇
芳
や
ク
チ
ナ
シ
の
煎
じ
汁
で
模
様
を
描
く
の
も
昔
か
ら
の

遺
風
と
見
え
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

鳥
取
県
の
郷
土
玩
具
職
人
で
あ
り
、
鳥
取
市
文
化
功
労
賞
や
鳥
取
県
功
労
賞
受
賞

者
の
田
中
達
之
助
（
一
九
〇
一
〜
七
九
）
は
こ
の
羽
子
板
を
「
八
上
羽
子
板
」
と
記

し
て
い
る
。『
郷
土
と
科
学
』（
九
巻
一
号
）
の
中
の
記
載
に
よ
る
と
、
用
材
は
純
白

を
好
み
、「
ノ
ブ
の
木
」
を
最
初
は
用
い
て
い
た
が
、
後
に
「
イ
モ
ギ
」
を
使
っ
た

　

現
代
語
訳
す
る
と
「
こ
れ
は
昔
武
内
大
臣
が
こ
の
国
を
治
め
て
い
た
時
、
智
頭
郡

に
棲
ん
で
い
た『
ア
ラ
ウ
ミ
』と
い
う
鬼
神
を
倒
し
て
そ
の
鬼
の
足
を
埋
め
た
と
こ
ろ

で
あ
り
、
そ
の
鬼
を
鬼
神
と
し
て
奉
っ
た
と
い
う
」
と
な
る
。
こ
こ
で
出
て
く
る
武

内
大
臣
と
は
武た
け
う
ち
の
す
く
ね

内
宿
祢
の
こ
と
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
彼
に
関
す
る
伝
説
は
多
く
、

『
古
事
記
』や『
日
本
書
紀
』に
も
そ
の
名
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
最
後
は
因
幡
で
行
方

不
明
に
な
っ
た
と
す
る
説
も
存
在
す
る
。
右
記
の
話
は
彼
が
鬼
を
退
治
し
て
鬼
の
足

を
埋
め
た
と
こ
ろ
か
ら
で
き
た
神
社
で
あ
る
と
す
る
内
容
で
あ
る
。
し
か
し
な
ぜ
そ

こ
か
ら
「
ア
シ
オ
」
と
い
う
名
前
に
な
っ
た
の
か
ま
で
は
記
述
が
な
か
っ
た
。
鬼
の

「
ア
シ
」
を
埋
め
た
場
所
で
あ
る
か
ら「
ア
シ
オ
」
と
い
う
名
に
な
っ
た
と
推
測
す
る
。

　

ま
た
『
因
幡
志
』
の
中
で
は
「『
三
代
実
録
』
に
犬
山
神
社
が
載
っ
て
い
る
」
と

書
か
れ
て
い
る
。『
日
本
三
代
実
録
』
を
調
べ
る
と
、
元
慶
三
年
（
八
七
九
）
二
月

八
日
戊
辰
の
日
付
に
「
因
幡
國
正
六
位
上
犬
山
神
従
五
位
下
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
。

　

無
駄
安
留
記
の
記
述
で
は
、
神
社
の
本
称
は
「
葦
原
生
」
だ
っ
た
と
い
う
。
そ
こ

か
ら
「
葦
尾
」
に
な
っ
た
よ
う
だ
が
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
「
葦
尾
」
に
変
わ
っ
た

の
か
に
つ
い
て
は
書
か
れ
て
い
な
い
。

　

こ
の
神
社
を
誰
が
建
て
た
の
か
に
つ
い
て
は
現
在
も
正
確
に
は
把
握
さ
れ
て
い
な

い
。
創
立
時
期
は
定
か
で
は
な
い
も
の
の
、
右
記
の
よ
う
な
伝
承
や
書
物
か
ら
、
少

な
く
と
も
平
安
時
代
に
は
神
社
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
無
駄
安
留

記
の
中
で
は
神
々
が
い
た
時
代
か
ら
あ
る
と
書
か
れ
て
い
る
が
、
こ
の
記
述
は
大
げ

さ
で
あ
る
に
し
て
も
、
ず
い
ぶ
ん
昔
か
ら
あ
る
と
い
う
話
が
伝
承
さ
れ
続
け
て
い
た

と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

二

　

ま
た
、こ
の
部
分
で
は
羽
子
板
と
い
う
産
物
の
地
と
し
て
宮
原
を
説
明
し
て
い
る
。
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羽
子
板
」
と
い
う
名
称
は
お
そ
ら
く
こ
の
話
に
登
場
し
て
い
る
八
上
姫
か
ら
で
あ
る

と
推
測
で
き
る
が
、
八
上
姫
は
こ
の
羽
子
板
に
直
接
関
係
が
あ
っ
た
と
い
う
わ
け
で

は
な
い
よ
う
だ
。
田
中
達
之
助
に
よ
れ
ば
こ
れ
が
「
宮
原
羽
子
板
の
起
因
創
源
」
で

あ
る
と
い
う
。

　
平
成
元
年
に
発
行
さ
れ
た
『
時
空
の
旅
人
』
と
い
う
書
物
で
は
「
八
上
羽
子
板
」

の
別
名
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。「
江
戸
時
代
に
は
正
月
の
祝
儀
と
し
て
鳥
取
藩
の
城

主
池
田
公
に
三
枚
ず
つ
献
上
す
る
慣
例
が
あ
っ
て
「
献
上
羽
子
板
」
の
名
が
あ
り
」

と
の
表
記
が
あ
り
、「
献
上
羽
子
板
」
と
の
名
称
も
存
在
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　『
因
幡
志
』
で
は
羽
子
板
作
り
の
由
縁
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

昔
王
政
の
時
此
地
の
領
主
宮
原
の
某
と
云
へ
る
公
家
の
貴
族
時
の
乱
を
避
て
京

よ
り
来
り
住
め
り
。
其
羽
子
板
を
製
し
な
り
は
ひ
と
せ
ら
れ
が
し
に
終
に
傳
て

此
里
の
所
作
な
れ
り
と
里
の
名
宮
原
も
某
氏
を
呼
来
る
な
り
と
。

　
こ
の
地
の
領
主
で
あ
っ
た
宮
原
の
某
と
い
う
公
家
の
人
物
が
京
か
ら
乱
を
逃
れ
て

き
て
こ
の
地
に
住
む
よ
う
に
な
り
、
羽
子
板
と
い
う
文
化
を
持
ち
込
ん
だ
こ
と
が
製

作
の
始
ま
り
で
、
こ
の
地
名
も
そ
の
宮
原
氏
に
由
来
し
て
い
る
と
い
う
の
だ
。

　『
因
幡
志
』
を
読
み
進
め
て
い
く
と
、
宮
原
氏
に
つ
い
て
「
宮
原
の
宿
祢
」
と
い

う
表
記
が
あ
っ
た
。「『
新
撰
姓
氏
録
』に
表
記
が
あ
る
」と『
因
幡
志
』に
記
述
が
あ
っ

た
の
で
調
べ
る
と
、『
新
撰
姓
氏
録
』
の
「
諸
蕃
・
未
定
雑
姓
」
の
分
類
の
中
に
「
宮

原
宿
祢
」
と
の
表
記
が
さ
れ
て
い
た
。
百
済
系
統
の
人
物
で
あ
り
、
菅
野
朝
臣
と
い

う
百
済
系
の
王
族
の
子
孫
を
先
祖
に
持
つ
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
ど
う
や
ら
こ
の
人

物
が
宮
原
に
や
っ
て
き
た
と
い
う
説
で
あ
る
よ
う
だ
。
ち
な
み
に
こ
の
『
新
撰
姓
氏

録
』
が
編
纂
さ
れ
た
の
は
弘
仁
六
年
（
八
一
五
）
で
、
嵯
峨
天
皇
の
治
世
で
あ
っ
た

平
安
時
代
初
期
で
あ
る
。
も
し
こ
れ
が
真
実
な
ら
ば
、
平
安
時
代
初
期
に
朝
鮮
系
の

と
い
う
。
ま
た
、
絵
の
具
は
「
む
ら
さ
き
草
」
の
実
を
湯
で
溶
か
し
た
も
の
を
彩
色

し
た
、
と
の
記
述
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
ク
チ
ナ
シ
の
名
前
が
出
て
来
て
お
ら
ず
、
当

時
は
紫
色
の
方
が
主
流
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
『
因
幡
志
』
に
記
述
が

あ
る
よ
う
な
蘇
芳
色
に
染
め
る
場
合
の
原
料
は
「
蘇
芳
」
と
い
う
植
物
で
あ
る
こ

と
か
ら
、「
む
ら
さ
き
草
」
と
は
別
物
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
「
む
ら
さ
き
草
」

で
あ
る
が
、
ム
ラ
サ
キ
ク
サ
で
染
色
を
し
た
と
い
う
史
実
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
こ

の
「
む
ら
さ
き
草
」
は
本
物
の
ム
ラ
サ
キ
ク
サ
で
は
な
く
別
の
な
に
か
を
指
し
て
い

る
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

　
ま
た
、
こ
の
冊
子
に
は
こ
の
「
八
上
羽
子
板
」
に
つ
い
て
の
起
源
が
詳
細
に
記
さ

れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、「
文
徳
天
皇
の
時
代
に
因
幡
国
金
屋
千
賊
谷
（
今
の

用
瀬
町
）に
多
数
の
強
賊
が
い
た
。当
時
こ
の
地
方
の
富
豪
の
愛
娘
を
八
上
姫
と
言
っ

た
。
強
賊
の
頭
目
が
こ
の
姫
に
想
い
を
寄
せ
、
遂
に
は
姫
と
通
じ
る
よ
う
に
な
る
。

そ
れ
が
乳
母
に
知
ら
れ
た
姫
は
恥
じ
て
自
害
し
、
頭
目
の
方
は
自
暴
自
棄
に
な
り
、

ま
す
ま
す
猛
威
を
振
る
っ
た
。
こ
の
頃
、
天
皇
か
ら
因
幡
守
に
任
ぜ
ら
れ
、
な
お
か

つ
こ
の
千
賊
山
討
伐
の
命
を
受
け
た
の
が
在
原
行
平
で
あ
っ
た
。
し
か
し
強
賊
は
な

か
な
か
屈
服
の
色
を
見
せ
ず
、
と
う
と
う
都
か
ら
勅
使
が
来
て
行
平
の
従
五
位
と
討

伐
使
の
位
を
剥
奪
し
て
し
ま
っ
た
。
結

果
、
行
平
は
宮
原
の
犬
山
神
社
に
居
住

地
を
移
し
、
神
に
祈
願
し
、
千
体
の

薬
師
如
来
像
を
刻
ん
で
こ
れ
を
社
の

下
の
川
に
流
し
、
そ
の
霊
験
か
ら
行

平
は
強
賊
を
平
定
さ
せ
た
。
千
体
の

仏
を
刻
ん
だ
余
材
で
作
っ
た
の
が
羽

子
板
で
あ
り
、
行
平
は
そ
れ
を
子
ど

も
た
ち
に
与
え
た
」
と
い
う
。「
八
上

田
中
達
之
助
『
鳥
取
玩
具
』  

（
鳥
取
市
歴
史
博
物
館
所
蔵
）
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ち
な
み
に
米
人
と
い
う
の
は
、
無
駄
安
留
記
の
著
者
と
言
わ
れ
る
米
逸
処
の
号
で

あ
る
。

　

ま
ず
一
つ
目
の
歌
で
あ
る
が
、
現
代
語
訳
す
る
と
「
短
い
目
先
の
こ
と
は
祈
ら
な

い
よ
う
に
し
よ
う
。
長
い
世
を
守
っ
て
く
れ
、
葦
原
の
神
よ
」
と
な
る
。
一
節
目
の

「
な
に
は
な
る
」の「
な
に
は
」と
は
今
の
大
阪
市
付
近
を
指
し
て
い
た
地
名
の「
難
波
」

で
、
か
つ
て
は
葦
が
生
い
茂
っ
て
荒
涼
と
し
て
い
た
地
域
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
葦
に

ま
つ
わ
る
歌
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
葦
原
の
地
も
か
つ
て
は
葦
が
茂
っ
て
い

た
場
所
で
あ
っ
た
と
無
駄
安
留
記
に
表
記
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
こ
の
「
難
波
」
に

か
け
て
詠
ん
だ
歌
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
今
ま
で
も
ず
っ
と
長
く
こ
の
世
を
見
守

り
続
け
て
き
た
神
社
に
対
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
平
和
な
世
で
あ
る
よ
う
に
お

守
り
く
だ
さ
い
と
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

　

二
つ
目
の
歌
の
現
代
語
訳
は
「
羽
子
板
の
若
紫
の
色
は
ど
の
宮
の
ゆ
か
り
な
の
だ

ろ
う
か
」
と
な
る
。
こ
の
歌
は
紫
式
部
の
『
源
氏
物
語
』
に
ま
つ
わ
る
も
の
と
な
っ

て
い
る
。『
源
氏
物
語
』
の
中
に
登
場
す
る「
若
紫
」
は「
藤
壷
宮
」
の「
ゆ
か
り
の
人
」

で
あ
る
。
そ
れ
な
ら
ば
こ
の
羽
子
板
に
あ
る
紫
は
い
っ
た
い
ど
の
「
宮
」
の
「
ゆ
か

り
」
な
の
か
。
も
ち
ろ
ん
羽
子
板
に
描
か
れ
た
だ
け
の
紫
に
「
ゆ
か
り
の
人
」
で
あ

る
「
宮
」
は
い
な
い
が
、
作
者
の
教
養
と
ユ
ー
モ
ア
を
示
し
た
歌
で
あ
る
と
い
え
る

だ
ろ
う
。

　

作
者
が
見
た
宮
原
の
羽
子
板
に
は
紫
の
よ
う
な
色
に
よ
っ
て
模
様
が
描
か
れ
て
い

た
と
考
え
ら
れ
る
。『
因
幡
志
』
の
中
で
は
「
蘇
芳
や
ク
チ
ナ
シ
」
で
羽
子
板
に
模

様
を
描
い
て
い
た
と
あ
る
。
蘇
芳
色
は
媒
染
の
材
料
の
違
い
に
よ
っ
て
赤
に
も
紫
に

も
な
り
、
江
戸
時
代
に
は
紅
花
や
本
紫
の
代
用
品
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
と
い
う

こ
と
か
ら
も
、
こ
の
歌
の
作
者
が
見
た
紫
と
は
本
物
の
紫
色
で
は
な
く
、
蘇
芳
で
染

め
た
似
紫
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
。

血
筋
を
引
く
高
位
の
人
物
が
こ
の
地
に
や
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。「
宮
原

宿
禰
」
の
生
没
年
が
わ
か
ら
な
い
た
め
、
い
つ
ご
ろ
の
時
期
に
生
き
て
い
た
の
か
は

推
測
に
な
っ
て
し
ま
い
、『
因
幡
志
』
内
の
「
京
の
乱
」
に
つ
い
て
も
断
定
が
で
き

な
い
。
し
か
し
『
新
撰
姓
氏
録
』
に
は
そ
の
当
時
京
、
あ
る
い
は
畿
内
に
居
住
し
て

い
た
人
物
の
名
を
記
録
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
宮
原
宿
禰
」
は
少
な
く
と

も
八
一
五
年
の
時
点
で
は
、
ま
だ
こ
ち
ら
に
移
り
住
ん
で
来
て
は
い
な
か
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
地
の
羽
子
板
作
り
に
つ
い
て
は
諸
説
存
在
す
る
こ
と
が

わ
か
っ
た
。
そ
し
て
こ
れ
ま
で
調
べ
て
き
た
中
で
の
共
通
点
は
外
部
の
人
間
が
関

わ
っ
て
い
る
こ
と
だ
。
こ
れ
は
羽
子
板
と
い
う
風
習
は
も
と
も
と
京
で
始
ま
り
、
そ

こ
か
ら
全
国
へ
広
が
っ
て
行
っ
た
と
す
る
、
地
方
へ
の
京
文
化
の
拡
大
を
示
唆
し
て

い
る
内
容
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る

　

現
在
、
羽
子
板
は
鳥
取
県
立
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
当
時
の
も
の
で
は

な
く
、
後
に
復
元
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。

三

　

無
駄
安
留
記
に
登
場
す
る
歌
二
首
を
紹
介
す
る
。

な
に
は
な
る
短
き
ふ
し
は
祈
ら
ま
じ　

米
人

　
　

長
き
世
ま
も
れ
あ
し
原
の
神

羽
子
板
の
若
紫
の
色
ど
り
は

　
　

何
れ
の
宮
の
ゆ
か
り
な
る
ら
む

鳥
取
県
立
博
物
館
蔵
の
羽
子
板
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葦
尾
大
明
神
こ
と
犬
山
神
社
も
羽
子
板
の
話
も
、
昔
か
ら
こ
の
地
に
長
く
伝
承
さ

れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
地
に
深
く
根
付
き
、
人
々
を
支
え
て
き
た
大
事
な
文

化
だ
。
伝
統
、
そ
し
て
守
り
伝
え
て
い
く
べ
き
も
の
を
作
者
は
こ
こ
に
書
き
記
し
た

と
考
え
ら
れ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

参
考
資
料

鳥
取
県
神
社
誌
編
纂
委
員
会（
編
）『
因
伯
の
み
や
し
ろ

―
新
修
鳥
取
県
神
社
誌
』

鳥
取
県
神
社
庁
、
二
〇
一
二
年
。

鳥
取
県
立
科
学
博
物
館
『
郷
土
と
科
学
』
九
巻
一
号
。
鳥
取
県
立
科
学
博
物
館
、

一
九
六
三
年
。

吉
村
撫
骨
『
時
空
の
旅
人
』（
私
家
版
）、
一
九
八
九
年
。

『
日
本
歴
史
地
名
体
系
』
平
凡
社
、
一
九
九
二
年
。

『
定
本
和
の
色
事
典
』
視
覚
デ
ザ
イ
ン
研
究
所
、
二
〇
〇
八
年
。

　

鳥
取
県
立
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　
（http://opac.library.pref.tottori.jp/cgi-bin/

　

最
後
に
無
駄
安
留
記
内
の
絵
と
今
回
実
際
に
行
っ
て
み
て
の
写
真
か
ら
江
戸
時
代

と
現
代
の
犬
山
神
社
の
様
子
を
比
較
し
て
み
る
。

　

無
駄
安
留
記
の
絵
に
よ
る
と
、
見
開
き
の
右
側
に
集
落
が
あ
り
、
左
側
に
神
社
の

描
写
が
あ
る
。
実
際
に
行
っ
て
み
る
と
、
現
在
の
こ
の
辺
り
は
千
代
川
が
流
れ
て
お

り
、
因
美
線
が
通
っ
て
い
た
。
千
代
川
に
つ
い
て
調
べ
る
と
、
お
よ
そ
三
〇
〇
〇
年

前
に
は
鳥
取
平
野
と
鳥
取
砂
丘
を
作
っ
た
川
と
し
て
現
在
の
千
代
川
の
基
礎
と
な
る

川
が
存
在
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
戦
国
時
代
か
ら
江
戸
時
代
に
か
け
て
は

千
代
川
に
堤
防
が
作
ら
れ
た
と
さ
れ
、
千
代
川
は
比
較
的
古
く
か
ら
存
在
し
て
い
た

よ
う
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
無
駄
安
留
記
の
作
者
は
千
代
川
を
省
略
し
て
書
い

た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
神
社
の
造
り
と
し
て
は
、
ま
ず
は
鳥
居
、
そ
こ
か

ら
小
高
い
山
を
登
っ
て
神
社
の
入
り
口
が
あ
り
、
さ
ら
に
奥
に
本
殿
と
い
う
造
り
は

絵
と
ほ
ぼ
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
神
社
の
入
り
口
に
鐘
が
あ
る
と
無
駄
安
留
記
に
は
表

記
が
あ
る
が
、
現
在
は
そ
の
鐘
が
無
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
よ
っ
て
、

江
戸
期
の
犬
山
神
社
の
全
体
的
な
風
景
は
今
と
あ
ま
り
変
わ
り
が
な
い
が
、
部
分
的

に
は
変
化
が
見
ら
れ
る
と
い
う
結
論
に
な
る
。

犬山神社鳥居

犬山神社本殿

犬山神社入口石碑

Sttrsken.sh

）　

『
新
撰
姓
氏
録
』
氏
族
一
覧
デ
ー
タ
ベ
ー
ス　
（http://

hom
epage1.nifty.com

/k-kitagaw
a/data/shoji03.

htm
l

）

『
日
本
三
代
実
録
』
全
巻
朝
日
新
聞
本
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（http://

w
w

w.j-texts.com
/chuko/sandai.htm

l

）

国
土
交
通
省
中
国
地
方
整
備
局
・
鳥
取
河
川
国
土
事
務
局
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w.cgr.m

lit.go.jp/tottori/

）

（
山
谷　

綾
）
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屋
住
不
動
岩

　

ま
ず
、
屋
住
に
つ
い
て
説
明
す
る
。『
用
瀬
町
誌
』
に
よ
る
と
、「
不
動
岩
の
あ
る

屋
住
は
、
安
蔵
川
を
さ
か
の
ぼ
り
、
長
登
呂
の
難
所
を
越
し
た
谷
あ
い
の
山
麓
に
、

谷
に
沿
っ
て
、
小
畑
・
夏
明
・
下
屋
住
の
部
落
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
」
と
あ
る
。

屋
住
村
は
、
も
と
も
と
家
奥
村
か
ら
山
越
え
を
し
、
山
間
部
に
仮
小
屋
を
建
て
て
山

の
稼
ぎ
を
し
て
い
た
人
々
が
、
徐
々
に
こ
こ
に
定
住
す
る
よ
う
に
な
っ
て
形
成
さ
れ

た
。
そ
の
た
め
、か
つ
て
は
仮
住
村
と
い
っ
た
が
、後
に
屋
住
村
と
い
う
よ
う
に
な
っ

た
と
い
う
の
で
あ
る
。
ま
た
、
屋
住
は
も
と
夷
住
と
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う

説
が
あ
る
。『
用
瀬
町
誌
』
に
は
伝
承
と
し
て
、「
景
行
天
皇
の
御
代
、
日
本
武
尊
が

播
磨
国
に
来
ら
れ
た
際
、
智
頭
郡
の
夷
住
山
に
荒
海
と
い
う
豪
族
が
い
て
、
朝
命
に

反
す
る
と
い
う
こ
と
を
聞
き
、
武
牟
口
命
（
伊
福
部
系
図
に
よ
る
と
武
牟
口
命
は
武

内
宿
禰
と
あ
り
）
に
征
伐
を
命
じ
た
。
命
は
郡
家
に
陣
し
て
夷
住
山
を
攻
め
た
。
荒

海
は
槻
弓
八
枝
を
献
じ
て
降
っ
た
と
い
う
。
こ
の
夷
住
か
ら
地
名
が
生
ま
れ
た
と
も

伝
え
ら
れ
て
い
る
」
と
記
し
て
い
る
。

　

次
に
、
不
動
岩
に
つ
い
て
説
明
す
る
。
山
口
よ
り
安
蔵
川
の
見
事
な
甌
穴
の
あ
る

渓
流
を
右
に
し
て
登
る
と
や
が
て
長
登
呂
に
か
か
る
。
そ
の
右
手
の
山
に
不
動
岩
が

そ
そ
り
立
っ
て
い
る
。
昔
、
弘
法
大
師
が
美
作
の
国
か
ら
こ
の
地
を
訪
れ
た
際
、
そ

の
大
岩
の
す
ば
ら
し
さ
に
驚
き
、
不
動
の
像
を
刻
ん
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

ま
ず
、
無
駄
安
留
記
の
本
文
と
歌
に
つ
い
て
み
て
い
く
。

　

同　

屋
住
谷　

不
動
岩
・
多
聞
天
岩

是
山
口
村
の
奥
、
屋
住
へ
行
ク
谷
口
の
峯
上
に
て
、
大
巌
に
彫
刻
せ
り
。
外
向

に
不
動
尊
、
相
対
し
て
毘
沙

門
天
を
彫
せ
り
。
山
路
絶
え

た
る
嶮
岨
な
り
。
何
世
、
誰

が
作
と
も
不
詳
。
真
下
に
籠

堂
、
神
門
在
。
此
処
よ
り
上

は
礧
と
し
て
、
見
る
も
懼
し

き
途
な
り
。

　

現
代
語
訳
は
、「
こ
れ
は
、
山

口
村
の
奥
の
、
屋
住
へ
行
く
谷
口

の
峯
の
上
で
、
大
き
な
岩
に
彫
刻

が
し
て
あ
る
。
外
向
き
に
は
不
動
尊
、
相
対
し
て
毘
沙
門
天
を
彫
っ
て
い
る
。
山
路

の
絶
え
て
し
ま
っ
て
い
る
険
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
い
つ
の
世
の
作
か
も
誰
の
作
か

も
わ
か
ら
な
い
。
真
下
に
籠
堂
と
神
門
が
あ
る
。
こ
こ
よ
り
上
は
礧
と
し
て
、
見
る

の
に
も
お
そ
ろ
し
い
道
で
あ
る
」
と
な
る
。
こ
の
記
述
か
ら
、
不
動
岩
の
あ
る
場
所

は
、
今
は
交
通
上
別
に
問
題
は
な
い
が
、
昔
は
難
所
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ

れ
に
関
し
て
『
因
幡
志
』
に
は
「
其
間
長
登
呂
ノ
岨
道
難
所
ニ
テ
牛
馬
通
ゼ
ズ
」
と

あ
り
、
牛
や
馬
が
通
れ
な
い
ほ
ど
の
険
し
い
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
書
か
れ
て
い
る
。
確

か
に
、
無
駄
安
留
記
に
載
せ
て
あ
る
屋
住
山
口
・
不
動
岩
・
愛
染
岩
の
絵
を
見
る
と
、

不
動
岩
と
愛
染
岩
の
あ
る
と
こ
ろ
は
更
に
険
し
い
よ
う
で
人
が
登
れ
る
と
こ
ろ
で
は

な
い
よ
う
に
見
え
る
。
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参
考
資
料

『
用
瀬
町
誌
』（
一
九
七
三
年
）

「
不
動
明
王
」
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア 

よ
り

（
岸
本　

采
佳
）

　

と
こ
ろ
が
、
実
際
に
現
地
に
調
査
に
行
っ
て
見
た
と
こ
ろ
、
道
は
整
備
さ
れ
て
車

で
も
通
れ
る
よ
う
な
道
と
な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
不
動
岩
と
愛
染
岩
に
向
か
う
道

は
無
駄
安
留
記
の
絵
と
同
じ
よ
う
に
木
が
生
い
茂
っ
た
険
し
い
様
子
で
あ
っ
た
。
絵

に
あ
る
籠
堂
と
神
門
に
つ
い
て
は
、
現
地
に
行
っ
て
見
た
と
こ
ろ
、
絵
と
同
じ
よ
う

な
配
置
で
建
物
が
残
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
籠
堂
に
つ
い
て
は
、
現
在
は
物
置
と
し

て
使
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
っ
た
。

　

最
後
に
歌
に
つ
い
て
述
べ
る
。

不
動
岩
夕
日
か
ゝ
や
ぐ
紅
葉
ゞ
は

　
　

燃
る
ほ
の
う
と
見
え
て
と
ふ
と
し

　

こ
の
現
代
語
訳
は
「
不
動
岩
の
近
く
に
あ
る
、
夕
日
に
輝
く
紅
葉
は
燃
え
る
炎
の

よ
う
に
見
え
て
尊
い
」
と
な
る
。
歌
で
は
、
紅
葉
が
炎
の
よ
う
に
赤
く
染
ま
っ
て
い

る
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。
な
ぜ
、「
炎
」
と
い
う
表
現
が
な
さ
れ
て
い
る
の
か
、
そ

の
理
由
は
不
動
明
王
に
関
係
す
る
と
考
え
ら
れ

る
。
不
動
明
王
は
人
間
界
と
仏
界
を
隔
て
る
天
界

の
火か
し
よ
う
ざ
ん
ま
い

生
三
昧
と
呼
ば
れ
る
。
人
間
界
の
煩
悩
や
欲

望
が
天
界
に
波
及
し
な
い
よ
う
烈
火
で
焼
き
尽
く

す
炎
の
世
界
に
住
ん
で
い
る
。
そ
し
て
そ
の
背
に

は
迦か

楼る

羅ら

焔え
ん

と
い
う
迦
楼
羅
の
形
を
し
た
炎
を
背

負
っ
て
い
る
。
こ
の
不
動
明
王
の
背
後
に
描
か
れ

て
い
る
炎
を
、
夕
日
に
染
ま
っ
た
紅
葉
に
見
て
い

る
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

因
幡
志
よ
り
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藤
太
良
明
神
禿ほ

こ

ら倉

　

藤
太
良
明
神
禿
倉
は
現
在
ど
こ
に
あ
る
か
と
い
う
こ
と
が
明
確
に
は
分
か
っ
て
い

な
い
。
無
駄
安
留
記
本
文
に
は
こ
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。

山
口
邑
の
下
に
小
祠
を
祭
る
。
是
往
古
葦
尾
の
社
頭
に
狸
七
十
五
疋

出
て
、
夜
毎
に
踊
る
。
此
後
山
の
奥
、
於
多
喜
ヶ
平
と
て
礧
た
る
処

在
て
、
岩
窟
数
多
あ
る
に
棲
せ
る
者
な
り
。
里
民
藤
太
良
の
犬
を
追

懸
て
、
是
を
噛
殺
さ
せ
る
よ
し
。

　

要
約
す
る
と
「
山
口
村
の
ふ
も
と
に
小
さ
な
祠
が
祭
ら
れ
て
い
た
。
昔
、
葦
尾
神

社
の
社
頭
で
狸
七
十
五
匹
が
毎
晩
踊
っ
て
い
た
。
こ
れ
ら
は
於
多
喜
ヶ
平
と
い
う

険
し
い
山
の
岩
窟
が
多
く
あ
る
と
こ
ろ
に
住
ん
で
い
た
。
里
の
人
々
が
藤
太
良
と
い

う
犬
を
狸
の
住
む
穴
に
入
ら
せ
て
狸
を
退
治
さ
せ
た
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
山
口

村
は
現
在
の
鳥
取
市
用
瀬
町
安
蔵
で
、『
因
幡
志
』
に
よ
る
と
高
九
二
石
余
、
竈
数

三
〇
余
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　

様
々
な
文
献
を
調
べ
て
み
る
と
こ
れ
に
似
た
よ
う
な
説
話
が
合
わ
せ
て
九
つ
み
つ

か
っ
た
。
し
か
し
話
の
大
筋
は
同
じ
な
の
だ
が
詳
細
は
異
な
る
点
が
多
か
っ
た
。

　

１　

藤
太
郎
坊
①　
『
用
瀬
町
総
合
支
所
だ
よ
り
』（
九
六
号
、二
〇
一
二
年
一
〇
月
）

　

２　

藤
太
郎
坊
② 

 

〃

　

３　

藤
太
郎
坊
③ 

 

〃

　

４　

藤
太
郎
坊
④ 

 

〃

　

５　

用
ヶ
瀬
藤
太
郎
明
神
の
事　
『
因
幡
怪
談
集
』（
二
〇
〇
三
年
）

　

６　

藤
太
郎
坊
犬
（
一
）　
『
鳥
取
県
伝
説
集
（
上
）
因
幡
編
』（
一
九
八
九
年
）

　

７　

藤
太
郎
坊
犬
（
二
） 

 

〃

　

８　

佐
治
の
谷
の
ト
ー
ダ
ラ
坊　
『
佐
治
村
誌
』（
一
九
八
三
年
）

　

９　

社
の
タ
ヌ
キ
の
話　
『
因
伯
昔
ば
な
し

―
因
伯
の
落
人
伝
説
、
続
・
用
瀬

町
の
昔
話
』（
一
九
七
五
年
）

　

こ
れ
ら
の
説
話
は
大
き
く
分
け
て
次
の
Ａ
・
Ｂ
の
二
種
類
に
分
類
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

　

Ａ　

あ
る
日
、大
勢
の
子
ど
も
が
集
ま
っ
て
「
藤
太
良
さ
え
い
な
け
れ
ば
面
白
い
」

と
言
っ
て
踊
っ
て
い
た
。
こ
の
子
供
た
ち
は
実
は
狸
で
藤
太
良
と
い
う
犬
に
退
治
さ

せ
る
こ
と
に
し
た
。
し
か
し
数
十
匹
の
狸
を
退
治
し
た
あ
と
藤
太
良
は
息
絶
え
て
し

ま
っ
た
。
そ
の
後
そ
の
地
域
に
は
狸
が
い
な
く
な
り
、
社
を
た
て
て
藤
太
郎
を
祀
っ

た
。
社
の
隣
に
植
え
た
柿
は
藤
太
良
柿
と
呼
ば
れ
親
し
ま
れ
た
。

　

右
の
２
・
３
・
５
・
７
の
説
話
が
こ
の
系
統
の
説
話
で
あ
り
、
狸
が
子
ど
も
に
化
け

て
い
る
点
、
狸
の
数
が
数
十
匹
と
曖
昧
で
あ
る
点
、
人
々
を
救
っ
た
藤
太
郎
の
墓
に

は
柿
が
な
り
、
人
々
に
親
し
ま
れ
る
と
い
う
点
で
共
通
し
て
い
る
。

　

Ｂ　

昔
、
赤
牛
を
飼
っ
て
い
る
老
夫
婦
が
い
た
。
あ
る
日
逃
げ
出
し
た
赤
牛
を

追
っ
て
い
た
老
婆
が
赤
牛
に
殺
さ
れ
る
。
そ
の
赤
牛
は
実
は
「
お
滝
が
な
る
」
に
住
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説
話
が
残
っ
て
い
る
だ
け
の
状
態
に
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
一
つ
の
説
話
を
語

り
継
い
で
い
く
こ
と
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
こ

う
し
た
犬
が
自
ら
は
倒
れ
な
が
ら
も
人
助
け
を
す
る
と
い
う
伝
説
は
他
に
も
残
っ
て

お
り
、
昔
か
ら
人
と
犬
は
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
良
く
わ
か
る
。

　

無
駄
安
留
記
本
文
の
最
後
に
は
歌
が
書
か
れ
て
い
る
。

狸
等
が
八
畳
敷
を
か
ぶ
せ
た
ら

　
　

こ
ま
る
だ
ろ
う
か
と
う
た
良
の
宮

　

訳
す
と
「
狸
た
ち
が
八
畳
敷
き
を
か
ぶ
せ
た
ら
藤
太
良
は
困
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う

か
ど
う
だ
ろ
う
か
」
と
な
る
。「
八
畳
敷
」
と
い
う
の
は
狸
の
ふ
ぐ
り
の
こ
と
で
、

狸
の
ふ
ぐ
り
は
八
畳
ま
で
広
が
る
と
言

わ
れ
る
こ
と
か
ら
こ
う
表
現
さ
れ
て
い

る
。「
こ
ま
る
だ
ろ
う
か
と
う
た
良
の

宮
」
の
「
と
う
た
良
」
の
部
分
は
「
藤

太
良
」
と
「
ど
う
だ
ろ
う
」
に
か
か
っ

て
お
り
、「
藤
太
良
は
困
っ
て
し
ま
う

だ
ろ
う
か
ど
う
だ
ろ
う
か
」
と
い
う
訳

に
な
る
。

　

今
回
、
山
口
村
や
犬
山
神
社
で
調
査

を
行
い
、
犬
山
神
社
の
ふ
も
と
に
下
の

写
真
の
よ
う
な
小
さ
な
祠
を
見
つ
け
る

こ
と
が
で
き
た
。
地
元
の
事
に
詳
し
い

む
狸
で
あ
っ
た
。
老
人
は
「
葦
男
大
明
神
」
の
お
告
げ
で
藤
太
良
と
い
う
犬
を
借
り

て
七
十
五
匹
の
狸
を
退
治
さ
せ
る
。
し
か
し
最
後
の
一
匹
で
藤
太
良
は
力
尽
き
て
し

ま
っ
た
。
老
人
は
家
の
裏
に
「
犬
の
宮
」
を
た
て
て
祀
る
。
こ
の
「
犬
の
宮
」
は
後

に
葦
男
大
明
神
に
合
祀
さ
れ
、
後
に
「
葦
男
大
明
神
」
は
藤
太
良
に
ち
な
ん
で
「
犬

山
神
社
」
と
改
称
し
た
。
し
か
し
最
後
の
一
匹
の
狸
が
身
籠
っ
て
い
た
た
め
、
こ
の

地
域
の
狸
が
い
な
く
な
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

１
・４
・６
・８
・９
の
説
話
が
こ
の
系
統
の
説
話
で
あ
り
、
狸
が
牛
に
化
け
て
い
る

と
い
う
点
、
そ
の
牛
に
女
性
が
殺
さ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
点
、
狸
の
数
が
七
十
五
匹

で
あ
る
点
、
人
々
を
救
っ
た
犬
が
犬
山
神
社
（
葦
尾
神
社
）
に
祀
ら
れ
る
と
い
う
点

で
共
通
し
て
い
る
。

　

無
駄
安
留
記
に
記
載
さ
れ
て
い
る
説
話
は
、
こ
の
二
種
類
の
説
話
の
う
ち
Ｂ
の
も

の
に
近
く
、
お
そ
ら
く
無
駄
安
留
記
の
作
者
が
聞
き
記
し
た
の
は
Ｂ
の
系
統
の
伝
説

で
あ
っ
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
無
駄
安
留
記
の
説
話
は
他
の
ど
の
説
話
と

も
違
い
狸
を
退
治
す
る
明
確
な
き
っ
か
け
や
理
由
が
な
く
、
藤
太
良
が
死
ん
で
し
ま

う
描
写
が
な
い
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
二
種
類
の
説
話
は
話
の
詳
細
は

異
な
る
も
の
の
、「
犬
が
人
々
を
困
ら
せ
て
い
る
狸
を
退
治
し
、
力
尽
き
る
。」
と
い

う
大
筋
が
共
通
し
て
い
る
た
め
、
も
と
も
と
一
つ
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
口
伝
え
で

伝
わ
る
う
ち
に
二
つ
に
分
か
れ
て
い
っ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
静
岡
県
磐
田
市
や
長
野
県
駒
ケ
根
市
に
も
「
早
太
郎
（
疾
風
太
郎
）」

と
い
う
犬
が
人
々
の
暮
ら
し
を
脅
か
す
猿
神
を
退
治
し
、
自
ら
も
力
尽
き
、
墓
が
立

て
ら
れ
、
そ
の
供
養
の
た
め
に
大
般
若
経
が
奉
納
さ
れ
る
と
い
う
伝
説
が
残
っ
て
い

る
。
早
太
郎
伝
説
は
現
在
で
も
人
々
に
親
し
ま
れ
、
絵
本
や
早
太
郎
に
ち
な
ん
だ
温

泉
な
ど
が
作
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
藤
太
良
伝
説
は
、
い
く
つ
か
の
文
献
に
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徳
永
先
生
に
よ
る
と
、こ
の
祠
が
藤
太
良
明
神
禿
倉
で
は
な
い
か
、と
い
う
こ
と
だ
っ

た
が
、
明
確
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　

藤
太
良
明
神
禿
倉
は
無
駄
安
留
記
本
文
に
絵
が
な
く
、
小
さ
な
祠
が
祭
ら
れ
て
い

た
こ
と
以
外
は
場
所
に
つ
い
て
の
言
及
も
な
い
と
い
う
、
無
駄
安
留
記
の
中
で
も
少

し
特
殊
な
部
類
の
記
述
で
あ
っ
た
と
感
じ
た
。
し
か
し
、
著
者
が
こ
の
祠
に
つ
い
て

無
駄
安
留
記
に
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
時
は
人
々
の
信
仰
を
集
め
て
い
た
の
で

あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
が
想
像
で
き
る
。
そ
う
し
た
当
時
の
名
所
が
今
で
は
場
所
も
明

確
で
な
い
と
い
う
の
だ
か
ら
、
信
仰
を
維
持
し
、
保
存
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
こ

と
い
う
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
今
回
、
文
献
を
用
い
て
調
査
を
す
る
に
あ
た
り
、
一

つ
の
民
話
が
伝
播
す
る
に
つ
れ
て
少
し
ず
つ
形
を
変
え
、
異
な
る
内
容
の
話
と
し
て

現
在
ま
で
伝
わ
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
目
に
し
て
、
非
常
に
興
味
深
く
感
じ
た
。

（
坂
本　

宗
生
）
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熊
野
権
現

　

無
駄
安
留
記
本
文
に
は
こ
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

　

同　

佐
治
郷
大
井
邑
熊
野
権
現

村
よ
り
三
四
丁
奥
の
方
な
り
。
社
頭
の
前
、
神
門
の
左
右
、
数
多
石
の
蓋

石
傍
立
を
し
て
、
一
区
に
一
躰
宛
の
石
仏
を
安
ず
。
奥
の
院
と
て

数
ヶ
所
、
彼
石
の
圍
の
石
仏
を
安
堵
す
。
或
は
四
躰
仏
と
て
、
岩
の

前
に
石
仏
を
安
ず
。
其
形
、
面
の
不
具
な
る
あ
り
。
又
は
首
を
殞
け
し

仏
躰
も
あ
り
。
何
れ
の
由
な
る
に
や
。
右
の
方
の
奥
大
岩
の
前
な
る

を
奥
院
と
云
。
左
の
峯
に
も
、
大
岩
上
に
宝
経
塔
あ
り
。
社
頭
に
も

宝
経
塔
三
区
あ
り
。
亦
社
頭
に
大
岩
碑
在
。
正
面
の
上
に
梵
字

彫
た
り
。
是
因
幡
志
の
図
す
る
も
の
な
ら
ん
。

　

こ
れ
を
現
代
語
訳
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

　

同
、
佐
治
郷
大
井
村
熊
野
権
現

　

村
か
ら
三
四
丁
奥
の
方
で
あ
る
。
社
殿
の
前
と
神
門
の
右
と
左
に
、
数
多
く
の
蓋

石
が
並
ん
で
立
っ
て
お
り
、一
区
切
り
の
場
所
に
一
体
の
石
仏
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。

奥
の
院
と
い
っ
て
数
ヶ
所
、
同
じ
よ
う
に
石
で
で
き
た
囲
い
の
中
に
石
仏
が
安
置
さ

れ
て
い
る
。
他
に
も
四
人
仏
と
い
っ
て
岩
の
前
に
石
仏
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

形
は
、
顔
の
不
具
な
も
の
が
あ
る
。
ま
た
首
が
な
く
な
っ
て
い
る
石
仏
も
あ
る
。
ど

う
い
う
理
由
で
あ
る
だ
ろ
う
か
。
右
の
方
の
奥
で
、
大
石
の
前
の
あ
た
り
を
奥
の
院

と
い
う
。
左
の
峯
の
大
岩
の
上
に
宝
経
塔
が
あ
る
。
社
殿
の
前
に
も
宝
経
塔
が
三
つ

あ
る
。
ま
た
、
社
殿
の
前
に
大
き
な
石
碑
が
あ
る
。
正
面
の
上
に
一
部
梵
字
が
彫
っ

て
あ
る
。
こ
れ
は
因
幡
誌
の
図
に
あ
る
も
の
で
あ
る
だ
ろ
う
。

　

熊
野
権
現
は
、
鳥
取
市
佐
治
町
大
井
に
あ
る
旧
熊
野
神
社
を
中
心
に
、
周
辺
の
数

多
く
の
石
仏
、石
塔
を
合
わ
せ
た
も
の
と
し
て
無
駄
安
留
記
の
中
に
記
さ
れ
て
い
る
。

熊
野
神
社
は
和
歌
山
県
の
熊
野
三
山
信
仰
の
神
社
で
あ
る
。
遺
跡
は
古
墳
時
代
に
墳

墓
が
造
ら
れ
た
こ
と
に
始
ま
る
と
さ
れ
て
お
り
、
石
仏
が
安
置
さ
れ
た
の
は
江
戸
時

代
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
頃
か
ら
参
拝
者
が
増
加
し
、
無
病
息
災
や
学
問
、

安
産
な
ど
に
効
き
目
の
あ
る
場
所
と
さ
れ
て
い
た
。
大
変
賑
わ
っ
た
場
所
で
あ
っ
た

も
の
の
、
大
正
五
年(

一
九
一
六)

に
口
佐
治
神
社
に
合
祀
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
廃

絶
し
て
し
ま
っ
た
。
現
在
は
熊
野
神
社
遺
跡
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
鳥
取
市
指
定
の
文

化
財
に
登
録
さ
れ
て
い
る
。

　
「
権
現
」
と
は
日
本
の
神
々
が
実
は
仏
教
の
仏
の
化
身
で
あ
る
と
い
う
本
地
垂
迹

説
に
基
づ
く
神
号
、
つ
ま
り
尊
称
で
あ
り
、
熊
野
権
現
は
熊
野
三
山
に
祀
ら
れ
る

神
を
そ
れ
に
基
づ
い
て
そ
う
呼
ん
で
い
る
も
の
で
あ
る
（
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
よ
り
）。

今
回
熊
野
権
現
を
指
す
と
き
は
、現
在
の
呼
び
名
で
あ
る「
熊
野
神
社
遺
跡
」と
す
る
。

　

無
駄
安
留
記
本
文
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
く
。
本
文
の
中
で
、
四
人
仏
に
つ
い
て

「
四
人
仏
と
い
っ
て
岩
の
前
に
石
仏
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
形
は
、
顔
の
不
具

な
も
の
が
あ
る
。
ま
た
首
が
な
く
な
っ
て
い
る
石
仏
も
あ
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

四
人
仏
は
遺
跡
の
中
の
場
所
の
一
つ
で
あ
る
奥
の
院
と
呼
ば
れ
る
所
に
あ
る
。
奥
の
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院
は
本
殿
跡
へ
続
く
道
と
は
別
の
道
を
進
ん
だ
と
こ
ろ
に
あ
る
。
無
駄
安
留
記
の
中

の
熊
野
権
現
の
絵
に
は
入
り
口
か
ら
社
殿
を
描
い
た
も
の
（
図
１
）
と
、
奥
の
院
を

描
い
た
も
の（
図
２
）が
あ
る
。こ
の
奥
の
院
で
著
者
と
み
ら
れ
る
男
性
と
も
う
一
人
、

二
人
の
人
物
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
二
人
が
四
人
仏
の
置
か
れ
た
場
所
に

向
か
っ
て
よ
じ
登
っ
て
い
る
よ
う
な
様
子
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
現
在
の
四
人
仏

ま
で
の
高
さ
は
約
二
メ
ー
ト
ル
強
ほ
ど
で
、
よ
じ
登
る
ほ
ど
の
高
さ
は
無
い
。
ま
た

写
真
１
を
見
る
と
現
在
そ
れ
が
置
か
れ
て
い
る
崖
は
三
段
の
階
段
の
よ
う
に
な
っ
て

お
り
、
石
仏
は
一
段
目
に
あ
る
。
無
駄
安
留
記
が
書
か
れ
た
当
時
、
四
人
仏
は
現
在

よ
り
も
も
う
一
段
上
の
場
所
に
置
か
れ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
、
と
い
う
こ
と
が

考
え
ら
れ
る
。
石
仏
が
置
か
れ
て
い
る
奥
行
き
に
つ
い
て
現
在
の
様
子
と
無
駄
安
留

記
の
絵
を
見
比
べ
て
み
る
と
、
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
現
在
の
方
が
奥
ま
っ
た
位
置
で

あ
っ
た
。
更
に
、
石
仏
の
周
り
に
は
二
、三
〇
セ
ン
チ
ほ
ど
の
石
が
沢
山
あ
り
、
私

た
ち
が
立
っ
て
い
た
地
面
の
一
部
に
も
同
じ
よ
う
な
石
が
転
が
っ
て
い
た
。
崩
落
の

跡
の
よ
う
な
様
子
で
あ
っ
た
の
だ
。
ま
た
、
絵
の
中
の
崖
は
二
段
で
あ
る
が
、
先
に

述
べ
た
よ
う
に
現
在
は
三
段
で
あ
っ
た
。
無
駄
安
留
記
や
そ
の
他
の
文
献
に
は
、
そ

の
よ
う
な
記
述
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
真
実
は
不
明
だ
が
、
何
か
の
原
因
で
損
壊

し
て
し
ま
い
、
危
険
を
考
慮
し
て
現
在
の
場
所
に
置
き
直
し
た
可
能
性
は
無
い
と
は

言
え
な
い
よ
う
だ
。

　

ま
た
、
奥
の
院
の
道
を
三
、四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
登
っ
た
と
こ
ろ
に
、
図
２
に

あ
る
大
岩
の
上
に
乗
せ
ら
れ
た
宝
経
塔
が
あ
る
。
本
文
の
中
に
も
「
左
の
峯
の
大
岩

の
上
に
宝
経
塔
が
あ
る
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
四
人
仏
と
同
じ
奥
の
院
に
位

置
し
て
い
る
。
現
在
で
は
残
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
写
真
２
の
よ
う
に
宝
経
塔
の
下

の
部
分
が
潰
れ
て
お
り
、
上
の
長
い
部
分
だ
け
が
目
立
っ
て
い
る
。
絵
は
上
の
方
は

尖
っ
て
い
る
の
だ
が
、
現
在
は
丸
く
な
っ
て
い
た
。

　

無
駄
安
留
記
本
文
に
は
記
述
は
な
か
っ
た
の
だ
が
、
実
際
に
行
っ
て
み
る
と
多
く

図
１

図
２
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の
五
輪
塔
が
あ
っ
た
。
鳥
取
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
「
熊
野
神
社
遺
跡
」
に
掲
げ

ら
れ
て
い
る
「
熊
野
神
社
遺
跡
案
内
地
図
」
に
も
、
遺
跡
の
入
口
を
入
っ
た
す
ぐ
の

と
こ
ろ
に
五
輪
塔
が
描
か
れ
て
い
る
。

　

当
時
熊
野
神
社
の
本
殿
が
あ
っ
た
場
所
に
つ
い
て
は
、「
社
殿
周
辺
に
大
き
な
石

碑
が
あ
る
。
そ
の
正
面
の
上
側
に
梵
字
が
彫
っ
て
あ
る
。
こ
れ
は
因
幡
志
の
図
に
あ

る
も
の
で
あ
る
だ
ろ
う
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
。『
因
幡
志
』
に
は
こ
の
石
碑
の
絵
が

描
か
れ
て
お
り
（
図
３
）、「
高
サ
八
尺
五
寸
厚
サ
二
尺
三
寸
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

こ
れ
を
現
代
の
単
位
に
直
す
と
そ
の
高
さ
は
約
二
五
五
セ
ン
チ
、
厚
さ
は
約
七
〇
セ

ン
チ
も
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
現
在
の
こ
の
石
碑
の
高
さ
は
、
約
一
三
〇

セ
ン
チ
ほ
ど
で
あ
り
人
の
背
丈
よ
り
も
低
く
、「
大
石
碑
」
と
言
う
ほ
ど
で
も
な
い
。

ま
た
、『
因
幡
志
』
の
絵
の
中
の
石
碑
に
は
梵
字
が
二
つ
彫
ら
れ
て
い
る
が
、
現
在

の
そ
れ
に
は
一
つ
し
か
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
無
駄
安
留
記
や
因
幡
志
が
書
か
れ
た

後
に
崩
れ
て
し
ま
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
図
１
の
絵
に
は
社
頭
に
祠
が
描

か
れ
て
い
る
。
図
３
で
は
こ
れ
が
熊
野
権
現
で
あ
る
と
書
か
れ
て
い
る
が
、
現
在
は

写
真
３
の
よ
う
に
何
か
が
立
っ
て
い
た
跡
が
残
っ
て
い
る
ば
か
り
で
、
祠
の
よ
う
な

も
の
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
無
駄
安
留
記
本
文
に
は
無
い
が
、『
因
幡
志
』
に
よ
る

と
社
殿
周
辺
の
は
ず
れ
た
と
こ
ろ
に
神
蔵
と
い
う
石
で
で
き
た
祠
が
あ
る
と
い
う
。

今
回
そ
れ
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
鳥
取
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に

よ
れ
ば
現
在
も
残
っ
て
い
る
そ
う
だ
。

　

今
回
、
四
人
仏
が
当
時
の
ま
ま
か
ど
う
か
と
い
う
疑
問
が
残
っ
た
が
、
場
所
な
ど

は
無
駄
安
留
記
が
書
か
れ
た
当
時
の
ま
ま
で
あ
り
、
江
戸
時
代
の
地
形
が
現
在
で
も

残
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
石
仏
や
石
塔
な
ど
は
形
が
変
わ
っ
て
い
る

も
の
も
あ
っ
た
が
、
貴
重
な
熊
野
神
社
遺
跡
を
後
世
に
残
し
、
伝
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

（
槙
野　

花
）

図
３　
因
幡
志
よ
り

写
真
２　
宝
経
塔

写
真
１　
四
人
仏

写
真
３　
本
殿
跡
？
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切
明
大
明
神
佐
治
四
郎

　

無
駄
安
留
記
本
文
で
は
、
切
明
大
明
神
と
佐
治
四
郎
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
書

か
れ
て
い
る
。

即
佐
治
四
郎
尾
張
長
経
の
古
墳
、
切
明
大
明
神
な
り
。
山
中
所
々
の
石
仏
は
、

代
々
の
古
墳
な
ら
ん
。
又
神
門
の
右
の
方
、
荊
棘
の
中
に
五
輪
両
三
在
。
此
側

に
牧
童
牛
を
繋
ば
祟
り
あ
る
、
草
を
刈
者
あ
れ
ば
、
忽
ち
病
を
う
く
る
よ
し
。

　

こ
の
部
分
を
現
代
語
訳
す
る
と
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。「
佐
治
四
郎
尾
張
長
経

の
古
墳
は
、
切
明
大
明
神
で
あ
る
。
山
の
中
の
所
々
に
あ
る
石
仏
は
代
々
の
古
墳
で

あ
る
よ
う
だ
。
ま
た
、
神
門
の
右
の
方
の
荊
棘
の
中
に
五
輪
の
塔
が
二
つ
、
三
つ
あ

る
。
こ
の
そ
ば
に
牛
飼
い
の
子
ど
も
が
牛
を
繋
げ
ば
祟
り
が
あ
り
、
草
を
刈
る
者
が

い
れ
ば
、
す
ぐ
に
病
気
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
」。

　

こ
の
記
述
は
、「
佐
治
郷
大
井
邑
熊
野
権
現
」
と
い
う
項
目
の
な
か
に
あ
る
。
し

か
し
、
熊
野
権
現
は
大
井
村
に
あ
り
、
切
明
大
明
神
は
刈
地
村
に
あ
る
の
で
、
こ
の

二
つ
は
別
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
こ
で
は
、
切
明
大
明
神
と
佐

治
四
郎
に
つ
い
て
調
査
し
た
こ
と
を
報
告
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

　

ま
ず
、
切
明
大
明
神
に
つ
い
て
の
報
告
を
す
る
。
無
駄
安
留
記
の
本
文
に
書
か
れ

て
い
る
切
明
大
明
神
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
す

る
た
め
に
、
無
駄
安
留
記
よ
り
六
〇
年
余
り
前
に
書
か
れ
た
『
因
幡
志
』
を
参
考
に

す
る
。『
因
幡
志
』
に
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
た
。「
元
祖
四
郎
の
墓
な
り
と
て

村
の
入
口
森
の
中
に
一
丘
あ
り
。
方
三
間
許
石
垣
高
四
尺
餘
、
其
上
宝
経
印
塔
を
安

ず
。
高
四
尺
七
寸
。
其
外
小
五
輪
碑
数
多
あ
り
。
祀
て
切
明
大
明
神
と
言
う
」。
無

駄
安
留
記
と
『
因
幡
志
』
の
記
述
よ
り
、
切
明
大
明
神
と
は
、
佐
治
四
郎
の
古
墳
を

指
す
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
『
因
幡
志
』
の
記
述
と
無

駄
安
留
記
の
記
述
が
類
似
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、無
駄
安
留
記
の
作
者
は
、『
因
幡
志
』

の
こ
の
部
分
の
記
述
を
参
考
に
し
た
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

　

次
に
、
佐
治
四
郎
に
つ
い
て
の
報
告
を
す
る
。『
因
幡
志
』
を
見
て
み
る
と
、「
本

姓
尾
張
氏
、
近
県
加
勢
木
村
の
百
姓
佐
治
氏
代
々
地
頭
職
の
譲
状
を
所
持
せ
る
」
と

い
う
部
分
と
、「
四
郎
此
郷
に
入
る
の
を
始
め
先
づ
刈
地
を
開
き
、
次
に
加
勢
木
村

を
ひ
ら
き
て
、
其
よ
り
次
第
に
奥
は
栃
本
の
里
に
至
る
」
と
い
う
部
分
よ
り
、
佐
治

四
郎
は
こ
れ
ら
の
土
地
の
開
拓
者
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、『
八
頭
郡

誌
』
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
あ
っ
た
。「
四
郎
卒
す
る
に
及
び
て
村
民
小
祠

を
建
て
切
明
大
明
神
と
号
す
。
切
明
と
は
佐
治
氏
此
の
溪
を
創
開
せ
る
を
以
て
名
づ

く
る
な
り
」。
ま
た
、『
稲
葉
民
談
記
』
に
は
、「
太
平
記
南
合
戦
ニ
因
幡
士
ノ
内
佐

治
但
馬
守
ト
言
フ
者
ア
リ
、
定
メ
テ
此
ノ
一
家
ノ
内
成
ル
ベ
シ
。
昔
ヨ
リ
佐
治
一
郷

ノ
主
ト
見
エ
タ
リ
」。
こ
れ
ら
の
記
述
か
ら
分
か
る
こ
と
は
、
佐
治
四
郎
の
死
後
に
、

村
民
が
佐
治
四
郎
の
功
績
を
称
え
、
切
明
大
明
神
と
し
て
佐
治
四
郎
を
祀
っ
て
い
た

と
い
う
こ
と
と
、
佐
治
氏
が
刈
地
村
を
領
し
て
い
た
の
が
鎌
倉
時
代
か
ら
戦
国
時
代

の
末
期
の
間
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
、
さ
ら
に
二
枚
の
写
真
を
用
い
、
無
駄
安
留
記
の
作
者
が
佐
治
四
郎
に
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続
い
て
、
現
在
、
切
明
大
明
神
が
祀
ら
れ
て
い
る
刈
地
神
社
に
つ
い
て
の
報
告
を
、

現
地
調
査
で
得
た
こ
と
も
含
め
報
告
す
る
。
現
在
、
刈
地
神
社
は
、
鳥
取
市
佐
治
町

刈
地
に
あ
る
。『
因
伯
の
み
や
し
ろ
』
に
よ
る
と
、
刈
地
神
社
で
は
、
切
明
大
明
神

と
群
佐
羅
大
明
神
と
い
う
二
柱
の
神
が
祀
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
群
佐
羅
大
明

神
は
、刈
地
神
社
に
も
と
も
と
存
在
し
た
氏
神
で
あ
る
。
ま
た
、切
明
大
明
神
は
『
八

頭
郡
誌
』
に
、
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

刈
地
の
東
方
字
鳥
居
原
に
方
三
十
間
高
七
八
間
の
一
丘
あ
り
て
、
樹
木
鬱
蒼
た

り
。
丘
上
に
方
三
間
高
四
尺
の
一
段
を
設
け
石
垣
を
築
き
上
に
、
一
基
の
経
塔

を
安
ん
ず
。
高
四
尺
七
寸
碑
石
覆
う
に
苔
を
以
て
し
刻
字
消
亡
す
。
伝
え
云
う

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
情
報
を
得
て
い
た
か
考
え
て
い
く
こ
と
に
す
る
。、
写
真
１
が
、

因
幡
志
に
描
か
れ
て
い
る
も
の
と
同
じ
墓
で
、
写
真
２
が
、
現
在
の
佐
治
四
郎
の
墓

で
あ
る
。
因
幡
志
に
描
か
れ
て
い
る
墓
（
図
１
）
と
、
現
在
の
も
の
が
同
じ
場
所
に

あ
る
も
の
で
あ
る
か
は
定
か
で
は
な
い
。
し
か
し
、絵
と
写
真
を
見
比
べ
て
み
る
と
、

石
塔
の
数
に
違
い
は
あ
る
が
、
中
央
の
墓
標
は
ど
ち
ら
も
宝
経
印
塔
で
あ
る
。
こ
の

こ
と
よ
り
、
無
駄
安
留
記
の
作
者
は
、『
因
幡
志
』
を
参
考
に
し
て
い
た
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
無
駄
安
留
記
に
つ
い
て
触
れ
る
と
、
無
駄
安
留
記

で
描
か
れ
て
い
る
絵
の
題
は
、「
佐
治
郷
大
井
村
切
明
明
神
」
と
な
っ
て
い
る
が
、

実
際
は
「
熊
野
権
現
」
に
つ
い
て
書
か
れ
た
絵
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
よ
り
、
無
駄
安

留
記
の
作
者
は
勘
違
い
を
し
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

図
１　
因
幡
志
よ
り

写
真
１

写
真
２



32

無駄安留記隊報告書 2013

　

訳
す
と
、「
切
明
大
明
神
の
宮
居
の
と
こ
ろ
に
も
夏
が
来
る
と
若
葉
が
茂
っ
て
闇

と
な
っ
て
し
ま
っ
た
」
と
な
る
。「
切
明
け
し
」
は
掛
詞
に
な
っ
て
い
て
、「
切
明
大

明
神
」
と
「
佐
治
四
郎
が
土
地
を
開
拓
し
た
こ
と
」
の
二
つ
を
表
し
て
い
る
。

　

今
回
の
調
査
で
、
無
駄
安
留
記
に
出
て
く
る
切
明
大
明
神
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で

あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
と
、
切
明
大
明
神
と
佐
治
四
郎
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
特
に
、
佐
治
四
郎
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
書
物
に
名
前
が
記
載
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、有
力
な
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

一
つ
の
地
点
の
調
査
で
も
、
様
々
な
伝
説
や
人
物
に
つ
い
て
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る

の
が
、
無
駄
安
留
記
の
特
徴
で
あ
り
、
面
白
さ
・
魅
力
で
あ
る
の
だ
と
感
じ
た
。

（
佐
治　

晃
一
）

往
昔
本
郷
の
領
主
佐
治
氏
の
先
を
四
郎
と
称
し
、
創
め
本
郷
二
十
二
村
を
闢
き

当
村
に
住
め
り
。
其
霊
を
此
に
祭
る
と
。
後
生
之
を
尊
崇
し
て
切
明
神
と
称
す
。

明
治
四
年
三
月
本
村
に
改
め
同
五
年
三
月
摂
社
に
列
せ
ら
る
。

　

こ
こ
か
ら
、
刈
地
神
社
の
当
時
の
様
子
や
刈
地
神
社
に
二
体
の
氏
神
が
存
在
す
る

理
由
が
昭
和
五
年
に
合
祀
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

現
地
調
査
で
は
、
静
寂
な
雰
囲
気
を
感
じ
た
。
人
が
行
く
に
は
少
し
大
変
な
と
こ

ろ
に
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
、
神
社
か
ら
は
、
そ
の
土
地
の
開
拓
者
を
祀
っ

て
い
る
と
い
う
威
厳
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

最
後
に
、
無
駄
安
留
記
に
は
、
次
の
よ
う
な
歌
が
書
か
れ
て
い
た
。

切
明
け
し
神
の
宮
居
も
夏
き
て
は

　
　

若
葉
し
げ
り
て
闇
と
な
り
け
り
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加
瀬
木
薬
師
堂

　

加
瀬
木
薬
師
堂
と
は
、
現
在
の
鳥
取
市
佐
治
町
加
瀬
木
に
あ
る
笹
尾
神
社
の
薬
師

堂
で
あ
る
。
別
名
を
藤
森
山
福
善
寺
と
い
い
、
現
在
因
幡
薬
師
霊
場
二
十
三
番
札
所

に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
薬
師
堂
は
そ
の
本
尊
薬
師
如
来
像
と
と
も
に
鳥

取
市
の
保
護
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

　

笹
尾
神
社
は
佐
治
町
加
瀬
木
に
あ
る
村
社
で
あ
る
。
村
社
と
は
、
近
代
社
格
制
度

の
一
つ
で
、
郷
社
の
下
、
無
格
社
の
上
に
位
置
す
る
社
の
こ
と
で
あ
る
。
笹
尾
神
社

の
創
立
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
が
、
古
来
よ
り
牛
頭
天
王
を
そ
の
社
の
名
と
し

て
い
た
。
牛
頭
天
皇
と
は
、
日
本
の
神
仏
習
合
に
お
け
る
神
で
、
疫
病
・
農
作
物
の

害
虫
・
邪
気
な
ど
を
流
し
去
る
疫
病
信
仰
に
御
利
益
が
あ
る
と
さ
れ
、
ま
た
薬
師
如

来
の
化
身
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
以
前
は
笹
尾
山
に
鎮
座
し
て
い
た
が
、
の
ち
に
現

在
の
地
に
奉
遷
さ
れ
た
。
ま
た
、
牛
頭
天
王
の
名
を
改
め
現
在
の
笹
尾
神
社
へ
と
改

称
し
た
の
は
明
治
元
（
一
八
六
八
）
年
八
月
で
あ
る
（『
佐
治
村
誌
』
に
よ
る
）。

　

加
瀬
木
薬
師
堂
は
笹
尾
神
社
の
鳥
居
と
本
殿
の
中
腹
に
位
置
し
て
い
る
。
神
社
と

薬
師
堂
が
同
じ
敷
地
内
に
あ
る
こ
と
は
一
見
変
わ
っ
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る

が
、
神
仏
習
合
に
お
い
て
牛
頭
天
王
と
薬
師
如
来
は
一
心
同
体
で
あ
る
か
ら
、
笹
尾

神
社
と
加
瀬
木
薬
師
堂
の
位
置
関
係
は
そ
れ
ほ
ど
不
思
議
で
は
な
い
。

　

で
は
、
無
駄
安
留
記
本
文
に
お
け
る
加
瀬
木
薬
師
堂
の
記
述
に
つ
い
て
、
以
下
で

述
べ
る
こ
と
と
す
る
。
加
瀬
木
薬
師
堂
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

本
尊
薬
師
如
来
は
、
行
基
菩
薩
の
作
仏
に
し
て
、
霊
像
な
り
。

藤
森
山
福
善
寺
と
号
す
。
元
此
山
号
寺
号
と
も
に
村
名
な
り
し
が
、

高
麗
洪
水
の
時
、
大
木
流
れ
来
り
て
、
渓
水
に
横
は
り
て
、
水
泝
り

て
民
家
に
溢
れ
、
困
窮
す
る
。
是
よ
り
村
号
を
加
瀬
木
と
改
革
す
ㇽ
。

薬
師
の
霊
験
は
か
ぞ
え
が
た
し
。
又
左
の
高
所
に
牛
頭
天
王
の
社

美
麗
を
尽
せ
り
。

　
　

御
仏
の
瑠
璃
の
光
の
な
か
り
せ
ば

　
　
　
　

人
の
病
を
い
か
が
は
ら
さ
む

　

最
初
に
、
本
尊
の
薬
師
如
来
像
は
、
行
基
菩
薩
の
作
で
、
霊
像
で
あ
る
と
い
う
こ

と
が
書
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
専
門
家
に
よ
る
と
、
室
町
時
代
に
地
方
で
刻
ま
れ
た

も
の
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
他
に
、
加
瀬
木
と
松
上
神
社
と
の
密
接

な
関
係
か
ら
見
て
、
安
和
の
変
で
謀
反
の
罪
に
よ
っ
て
都
落
ち
し
た
村
上
天
皇
の
第

三
子
致
平
親
王
の
作
で
は
な
い
か
と
い
う
説
も
あ
る
（『
漆
の
里
の
昔
語
り

―
上

加
瀬
木
集
落
の
あ
ゆ
み
』）。
松
上
神
社
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
こ
の
後
で
述
べ
て
い

る
の
で
、
そ
ち
ら
を
参
考
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

こ
こ
で
行
基
菩
薩
に
つ
い
て
少
し
紹
介
を
し
て
お
く
。
行
基
（
天
智
天
皇
七

（
六
六
八
）年
〜
天
平
十
二（
七
四
九
）年
）と
は
、日
本
の
奈
良
時
代
の
高
僧
で
あ
る
。

民
間
へ
の
布
教
活
動
を
禁
じ
ら
れ
た
時
代
に
、
そ
の
禁
を
破
り
畿
内
を
中
心
に
広
く

仏
法
を
解
き
篤
く
崇
敬
さ
れ
た
。
道
場
や
寺
院
を
多
く
建
立
し
、
溜
池
や
堀
な
ど
の

制
作
に
も
携
わ
り
、
多
く
の
社
会
事
業
に
も
従
事
し
た
僧
侶
で
あ
る
。
そ
の
功
績
を

認
め
ら
れ
、
聖
武
天
皇
の
治
世
に
東
大
寺
の
大
仏
建
立
の
実
質
上
の
責
任
者
に
任
じ
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を
預
か
っ
て
く
れ
な
い
か
。」

と
言
い
残
し
て
、
堂
が
平
を

ど
こ
と
も
な
く
出
て
行
っ

た
。

　

鍵
を
預
か
っ
た
三
軒
の
家

の
人
達
は
話
し
合
い
の
結

果
、
一
年
毎
に
鍵
を
預
か
る

こ
と
に
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
こ
の
う
ち
一

戸
が
佐
治
に
「
か
せ
ぎ
」
に

家
を
引
っ
越
し
た
。
こ
れ
か

ら
「
加
瀬
木
」
の
名
が
生
れ

た
と
い
う
。（『
佐
治
村
誌
』

一
〇
二
九 

〜
三
〇
頁 

）。

　

こ
の
記
述
に
お
け
る
「
か
せ
ぎ
」
が
何
な
の
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
文
脈
か
ら

推
測
す
る
と
恐
ら
く
「
稼
ぎ
」
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
加
瀬
木
は
古
く
か
ら
製
紙
業

が
さ
か
ん
で
あ
っ
た
た
め
、
出
稼
ぎ
に
行
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
『
漆
の
里

の
昔
語
り

―
上
加
瀬
木
集
落
の
歩
み
』
に
は
、
昔
、
現
在
の
加
瀬
木
の
地
に
「
カ

セ
」
の
木
が
あ
っ
た
こ
と
や
、
文
永
三
（
一
二
六
六
）
年
四
月
三
〇
日
「
沙
弥
正
仁

相
傳
伏
」
に
見
ら
れ
る
「
か
せ
き
」
の
こ
と
な
ど
い
く
つ
か
の
説
が
あ
る
。

　

こ
こ
で
、「
今
か
ら
千
年
程
前
」
が
い
つ
に
当
た
る
の
か
に
つ
い
て
考
え
る
。『
佐

治
村
誌
』
の
出
版
が
一
九
八
三
年
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
こ
か
ら
千
年
前
は
九
八
三

年
で
あ
る
。『
因
伯
の
み
や
し
ろ
』
の
中
に
、「
貞
元
元
年
（
九
七
六
）
に
野
坂
村
千

間
之
助
国
重
長
者
が
講
を
催
し
、
比
叡
山
の
座
主
を
招
聘
し
た
と
こ
ろ
」（
四
四
頁
）

ら
れ
た
。
ま
た
、
行
基
の
伝
説
は
日
本
全
国
に
数
多
く
存
在
し
て
い
る
。

　

無
駄
安
留
記
本
文
は
、
こ
の
あ
と
加
瀬
木
の
名
称
に
話
を
移
し
て
い
る
。
無
断
安

留
記
に
は
、
高
麗
洪
水
の
と
き
に
大
木
が
流
れ
て
来
て
谷
川
に
横
た
わ
っ
た
た
め
、

せ
き
止
め
ら
れ
た
水
が
民
家
に
流
れ
込
ん
で
困
窮
し
た
、
と
あ
る
。
こ
の
出
来
事
を

う
け
て
、
本
文
で
は
「
是
よ
り
村
号
を
加
瀬
木
と
改
革
す
ㇽ
」
と
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
も
と
も
と
あ
っ
た
「
か
せ
き
」
と
い
う
名
に
、「
加
瀬
木
」
と
い
う
漢
字
を
当

て
は
め
た
の
で
は
な
い
か
、
と
私
は
推
測
し
て
い
る
。
ま
た
高
麗
洪
水
と
は
、
文
禄

二
（
一
五
九
三
）
年
に
起
こ
っ
た
洪
水
の
こ
と
で
あ
る
。
鳥
取
の
多
く
の
地
方
が
水

害
を
被
り
、
宇
倍
神
社
の
境
内
に
ま
で
水
が
あ
ふ
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
佐
治
村
誌
に
は
、
こ
れ
と
は
全
く
違
う
由
来
が
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の

由
来
に
は
、
鳥
取
市
内
に
あ
る
松
上
神
社
と
の
関
わ
り
が
大
き
く
関
連
し
て
い
る
。

　

江
波
か
ら
加
瀬
木
に
越
す
峠
に
、「
堂
ヶ
平
」
と
い
う
所
が
あ
り
、
そ
こ
に
昔
三

軒
の
家
が
あ
っ
た
。
そ
の
三
軒
の
内
、
二
戸
は
江
波
に
、
一
戸
は
加
瀬
木
に
越
し
た

の
だ
が
、
彼
ら
が
鳥
取
市
松
上
の
松
上
神
社
の
鍵
を
持
っ
て
お
り
、
こ
の
三
戸
が
一

年
ご
と
に
受
け
渡
し
を
し
て
い
た
。
よ
っ
て
松
上
神
社
の
祭
礼
は
、
江
波
と
加
瀬
木

の
人
が
行
か
ね
ば
始
ま
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
鍵
の
こ
と
に
つ
い
て
佐
治
村

誌
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

　

今
か
ら
千
年
程
前
に
、
京
都
の
比
叡
山
で
修
業
し
た
僧
が
松
上
に
や
っ
て
来

て
、
松
上
の
ふ
も
と
の
松
の
木
に
鏡
を
か
け
て
寝
た
。
朝
に
な
っ
て
朝
日
が
こ

の
鏡
に
さ
し
て
鏡
が
光
っ
た
。
僧
は
急
に
霊
感
を
受
け
て
、
こ
こ
に
社
を
作
っ

て
、
こ
の
鏡
を
収
め
た
。
そ
し
て
、
松
と
鏡
に
な
ぞ
ら
え
て
松
鏡
神
社
と
名
づ

け
た
。
こ
れ
が
今
の
松
上
神
社
と
な
っ
た
。
僧
は
松
上
を
立
ち
去
っ
て
、「
堂

が
平
」
ま
で
や
っ
て
来
て
こ
こ
の
家
に
泊
っ
た
。
そ
し
て
「
こ
こ
に
鍵
が
あ
る
。

こ
の
鍵
は
松
上
に
今
お
宮
を
作
っ
て
来
た
が
、
そ
の
扉
の
鍵
で
あ
る
。
こ
の
鍵
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と
あ
る
。
こ
れ
は
、
九
八
三
年
か
ら
七
年
の
差
し
か
な
く
、
比
叡
山
か
ら
僧
が
や
っ

て
来
て
い
る
と
い
う
話
に
も
合
致
す
る
。
加
え
て
、一
九
八
一
年
に
編
纂
さ
れ
た『
因

幡
誌
』
に
も
加
瀬
木
の
記
述
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、『
佐
治
村
誌
』
の
記
す
伝

承
は
か
な
り
信
憑
性
の
高
い
も
の
で
あ
る
言
え
る
。

　

次
に
、「
薬
師
の
霊
験
は
か
ぞ
え
が
た
し
」
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
薬
師

如
来
に
つ
い
て
の
紹
介
を
す
る
。
薬
師
如
来
と
は
、
大
乗
仏
教
の
仏
で
、
東
方
の
浄

瑠
璃
世
界
の
主
の
こ
と
を
い
う
。
除
病
安
楽
、
息
災
離
苦
な
ど
十
二
の
誓
願
を
お
こ

し
、
生
あ
る
す
べ
て
の
も
の
を
救
う
と
言
わ
れ
て
い
る
。
ふ
つ
う
左
手
に
薬
壺
を
も

ち
、
右
手
は
施
無
畏
印
を
む
す
ぶ
。
脇
侍
に
日
光
・
月
光
菩
薩
、
そ
し
て
、
十
二
神

将
に
ま
も
ら
れ
る
。
日
本
で
は
天
武
天
皇
九
（
六
八
〇
）
年
ご
ろ
か
ら
薬
師
信
仰
が

さ
か
ん
に
な
っ
た
。
奈
良
薬
師
寺
、
京
都
神
護
寺
の
像
な
ど
が
有
名
で
あ
る
。
薬
師

瑠
璃
光
如
来
の
略
で
、
別
名
を
医
王
仏
と
も
い
う
。
加
瀬
木
薬
師
堂
の
薬
師
如
来
に

も
、
脇
仏
と
し
て
日
光
・
月
光
菩
薩
が
あ
り
、
そ
の
他
不
動
明
王
像
・
毘
沙
門
天
像

が
安
置
さ
れ
て
い
る
。

　
　

こ
の
薬
師
の
霊
験
に
関
し
て
、
前
述
の
鳥
取
市

内
に
あ
る
松
上
神
社
の
祭
礼
「
松
上
参
り
」
の
存

在
が
考
え
ら
れ
る
。
松
上
と
加
瀬
木
の
間
に
あ
る

こ
の
祭
礼
の
信
仰
が
一
度
破
ら
れ
た
際
、
城
下
が

大
火
事
に
な
っ
た
、
と
い
う
話
が
残
っ
て
い
る
。

　

松
上
参
り
に
つ
い
て
は
、
元
々
、
旧
社
村
江
波

と
の
境
界
、
堂
ヶ
平
に
あ
っ
た
仏
像
を
安
政
六

（
一
八
五
九
）
年
に
加
瀬
木
へ
と
移
転
し
た
も
の

の
、
そ
の
際
本
尊
薬
師
如
来
像
は
加
瀬
木
に
、
観

音
と
阿
弥
陀
仏
は
江
波
に
分
け
て
祀
っ
た
と
さ
れ

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
前
述
の
加
瀬
木
の
由
来
に

笹
尾
神
社
鳥
居

笹
尾
神
社

加
瀬
木
薬
師
堂（
藤
森
山
福
善
寺
）

つ
い
て
の
部
分
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
松
上
と
は

強
い
繋
が
り
が
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　

次
に
「
又
左
の
高
所
に
牛
頭
天
王
の
社
美
麗
を

尽
せ
り
」
に
つ
い
て
で
あ
る
。
笹
尾
神
社
は
冒
頭

で
触
れ
た
通
り
、
牛
頭
天
王
を
称
し
て
い
る
。
そ

れ
か
ら
「
牛
頭
天
王
の
社
」
＝
笹
尾
神
社
と
判
断

が
で
き
る
。「
左
の
高
所
」
と
い
う
記
述
が
あ
る

が
、
薬
師
堂
を
正
面
に
見
据
え
る
と
、
笹
尾
神
社

は
右
手
に
見
え
る
。
無
駄
安
留
記
の
中
で
描
か
れ

て
い
た
笹
尾
神
社
の
全
体
図
で
も
、
そ
の
位
置
は

現
在
と
変
わ
っ
て
い
な
い
。
そ
う
考
え
る
と
、「
左

の
」
は
鳥
居
の
あ
た
り
に
視
点
を
お
い
た
記
述
で

は
な
く
、
筆
者
が
鳥
居
を
く
ぐ
っ
て
最
初
に
薬
師

堂
に
入
り
、
そ
こ
か
ら
出
る
際
に
笹
尾
神
社
に
つ

い
て
記
述
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（
な
お
、
時

代
か
ら
考
え
て
、
こ
こ
で
筆
者
が
く
ぐ
っ
た
鳥
居

は
、
前
述
の
明
治
二
一
年
に
立
て
ら
れ
た
大
鳥
居

で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
）。

　

加
え
て
加
瀬
木
薬
師
堂
の
建
物
に
つ
い
て
言
及

す
る
と
、
現
在
の
薬
師
堂
は
明
治
三
五
年
に
改
築

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
更
に
、
昭
和

五
十
年
に
本
来
の
茅
葺
屋
根
が
そ
の
老
朽
化
に
よ

り
ト
タ
ン
に
よ
る
被
覆
を
な
さ
れ
て
し
ま
い
、
そ

の
優
美
な
姿
が
見
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

鐘
つ
き
堂
が
あ
り
（
こ
れ
は
、
実
際
に
現
地
を
訪
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れ
た
際
に
見
ら
れ
た
）、
以
前
は
梵
鐘
が
あ
っ
た
が
、
昭
和
十
九
年
に
国
策
に
沿
っ

て
供
出
し
た
。

　

最
後
に
歌
に
つ
い
て
で
あ
る
。
加
瀬
木
薬
師
堂
の
歌
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　

御
仏
の
瑠
璃
の
光
の
な
か
り
せ
ば

　
　

人
の
病
を
い
か
ゞ
は
ら
さ
む

　

現
代
語
訳
は
、「
仏
様
の
瑠
璃
の
光
が
な
か
っ
た
と
し
た
な
ら
ば
、
人
々
の
病
気

を
ど
う
や
っ
て
治
す
の
か
、い
や
、治
さ
な
い
。」
と
な
る
。
こ
の
歌
は
、筆
者
が
「
霊

験
か
ぞ
え
が
た
し
」
と
述
べ
た
と
同
様
に
、
加
瀬
木
薬
師
堂
の
薬
師
如
来
像
の
御
利

益
に
つ
い
て
歌
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
薬
師
如
来
は
医
と
薬
を
司
り
、
人
々
の

疫
病
を
治
す
仏
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
冒
頭
に
も
述
べ
た
通
り
、
牛
頭
天
王
の
化
身

と
も
言
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
牛
頭
天
王
も
疫
病
を
除
く
神
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
病
気

か
ら
信
者
を
守
護
す
る
神
仏
で
あ
る
こ
と
か
ら
、霊
験
も
強
か
っ
た
こ
と
が
覗
え
る
。

　

薬
師
如
来
は
東
方
浄
瑠
璃
世
界
の
教
主
な
の
で
、薬
師
瑠
璃
光
如
来
と
呼
ぶ
。「
光
」

と
は
、
仏
の
力
を
尊
敬
し
て
言
う
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
仏
身
が
瑠
璃
色
と

い
う
意
味
で
も
、
瑠
璃
色
の
光
を
放
っ
て
い
る
と
言
う
意
味
で
も
な
い
が
、「
瑠
璃

光
如
来
」
と
い
う
呼
び
名
か
ら
、
薬
師
仏
は
瑠
璃
色
の
光
を
放
っ
て
お
り
、
そ
の
光

に
よ
っ
て
病
が
治
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
、
こ
の
歌
に
よ
っ
て
思

わ
れ
る
。

（
三
田　

友
可
里
）
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笹
ヶ
桟
道
・
赤
松
桟
道

　

は
じ
め
に
無
駄
安
留
記
に
お
け
る
笹
ヶ
桟
道
と
赤
松
桟
道
の
記
述
に
つ
い
て
分
析

す
る
。
桟
道
と
は
木
材
や
蘰
な
ど
を
用
い
て
棚
の
よ
う
に
張
り
出
し
た
道
の
こ
と
で

あ
る
。
無
駄
安
留
記
に
は
「
同　

笹
ヶ
桟
道　

数
百
歩
の
間
、
桟
道
を
作
る
。
山
の

方
に
礧
々
た
る
所
は
各
杙
を
構
え
て
防
ぎ
た
り
。
ま
た
赤
松
桟
道
と
て
数
十
歩
の
所

も
あ
り
。
共
に
上
方
道
な
り
」
と
あ
る
。
こ
れ
を
現
代
語
訳
に
直
す
と
「
笹
ヶ
桟
道

は
長
さ
が
数
百
歩
ほ
ど
の
桟
道
で
あ
る
。
山
に
沿
っ
て
岩
が
ご
つ
ご
つ
し
て
い
る
と

こ
ろ
は
杙
を
打
っ
て
防
い
で
い
る
。
ま
た
赤
松
桟
道
と
い
っ
て
数
十
歩
ほ
ど
の
長
さ

の
所
も
あ
る
。
両
方
と
も
大
阪
方
面
の
道
で
あ
る
」
と
な
る
。

　

こ
の
二
つ
の
桟
道
は
智
頭
往
来
の
一
部
分
の
道
を
指
し
て
い
る
。
智
頭
往
来
と
は

無
駄
安
留
記
が
書
か
れ
た
江
戸
時
代
に
は
、
参
勤
交
代
の
道
と
し
て
重
要
視
さ
れ
て

い
た
道
の
こ
と
で
あ
る
。
智
頭
往
来
は
ま
た
上
方
往
来
、
因
幡
往
来
と
も
呼
ば
れ
て

い
た
。
か
つ
て
は
殿
様
も
商
人
も
旅
人
も
荷
駄
も
通
っ
た
主
要
道
で
あ
っ
た
。『
鳥

取
県
謎
解
き
散
歩
』（
日
置
粂
左
ヱ
門
、新
人
物
往
来
社
、二
〇
一
三
年
）
に
よ
れ
ば
、

江
戸
時
代
以
前
に
も
八
〇
八
年
頃
に
官
道
と
し
て
す
で
に
使
わ
れ
て
い
た
よ
う
だ
。

①
笹
ヶ
桟
道

　

ま
ず
、
笹
ヶ
桟
道
に
つ
い
て
の
調
査
結
果
を
報
告
す
る
。『
智
頭
町
誌
』
に
よ
れ

ば
、
笹
ヶ
桟
道
の
あ
た
り
は
古
く
は
栃
ヵ
畑
と
い
い
、
智
頭
町
上
構
（
現
在
の
智
頭

町
市
瀬
）
の
入
り
口
と
し
て
二
、三
軒
の
茶
屋
が
あ
っ
た
。
な
か
で
も
屋
号
荒
川
屋

は
旅
籠
で
継
村
送
り
の
役
を
担
っ
て
い
た
と
い
う
。
継
村
送
り
と
は
領
主
か
ら
発
せ
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と
赴
任
し
た
こ
と
を
書
い
て
い
る
。「
山
路
は
非

常
に
険
し
く
、
つ
づ
ら
折
り
の
道
を
行
く
よ
う
で

あ
る
」
と
記
し
て
い
て
、
サ
サ
ガ
ホ
キ
を
通
っ
た

よ
う
で
あ
る
。「
サ
サ
ガ
ホ
キ
」
の
由
来
に
つ
い

て
は
『
因
府
録
』
を
編
纂
し
た
佐
藤
長
健
が
「
智

頭
郡
の
用
ヶ
瀬
よ
り
智
頭
の
駅
ま
で
二
里
ば
か
り

の
間
、笹
の
多
く
茂
り
た
る
を
笹
が
峯
岐
と
い
う
」

と
記
し
て
い
る
。
長
健
は
藩
主
の
御
側
役
と
し
て

三
〇
〇
石
の
役
料
を
賜
っ
た
人
物
で
、
明
和
六
年

（
一
七
六
七
）
に
没
し
た
が
、
そ
れ
以
前
で
「
篠

カ
ホ
キ
」
と
記
す
も
の
も
あ
り
、
ど
の
字
を
あ
て

た
も
の
か
定
か
で
は
な
い
。い
ず
れ
に
し
て
も『
智

頭
町
誌
』
に
よ
れ
ば
、
明
治
二
五
年
の
字
全
図
で

は
「
篠
ヶ
𡵅
」
と
さ
れ
た
。
ち
な
み
に
、
字
図
と

は
一
八
七
三
年
の
地
租
改
正
法
公
布
後
に
、
一
筆

ご
と
に
地
番
を
付
し
そ
の
境
界
と
地
目
を
確
定
す

る
地
押
調
査
の
見
取
図
を
、
小
字
単
位
で
集
成
し

た
地
籍
図
の
一
種
で
あ
る
（『
最
新
地
理
学
用
語

辞
典
』
浮
田
典
良
（
編
）、
大
明
堂
、
二
〇
〇
三

年
）。
ど
の
文
献
に
も
笹
ヶ
桟
道
が
ど
れ
ほ
ど
危

険
で
あ
っ
た
の
か
が
記
さ
れ
て
お
り
、
当
時
の
人

は
馬
な
ど
を
引
き
連
れ
て
、
困
難
な
道
の
り
を
歩

い
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　

無
駄
安
留
記
の
絵
の
右
上
に
は
、「
笹
ヶ
桟
道
、

老
椿
鬱
蒼
と
し
て
高
く
、
脚
下
の
渓
流
を
隠
す
」

ら
れ
る
触
書
や
廻
状
、
町
や
村
の
相
互
間
で
の
連
絡
を
村
か
ら
村
へ
順
次
伝
え
る
際

に
、前
の
村
か
ら
来
た
連
絡
を
次
の
村
へ
と
伝
え
る
働
き
を
持
つ
役
職
で
あ
る
（『
国

史
大
辞
典
』）。
笹
ヶ
桟
道
の
北
側
の
上
り
口
か
ら
御
建
山
の
中
腹
を
巡
っ
て
道
が
一

キ
ロ
ほ
ど
続
く
。
今
に
残
る
北
側
の
上
り
口
に
あ
る
二
つ
の
地
蔵
は
、
一
つ
に
「
宝

暦
五
亥
十
一
月
」「
願
主
市
瀬
兵
衛
」と
あ
る
。
宝
暦
五
年
は
一
七
五
五
年
に
あ
た
る
。

ま
た
、二
〇
〇
年
前
に
書
か
れ
た
『
因
幡
志
』（
寛
政
七
年
（
一
七
九
五
））
に
は
、「
地

理
誌
に
宝
暦
年
中
ホ
キ
道
改
造
あ
り
て
」
と
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
サ
サ
ガ
ホ
キ
の

山
崩
れ
を
改
修
し
た
祈
り
、
も
し
く
は
不
運
に
も
事
故
に
遭
遇
し
た
往
来
人
の
安
全

を
祈
念
し
て
、
地
蔵
を
祭
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
寛
延
元
年
（
一
七
四
八
）
十
月

一
日
に
「
さ
さ
が
峰
岐
の
山
が
崩
れ
落
ち
、
往
来
の
人
が
圧
死
す
る
」
と
『
県
史
』

に
記
載
が
あ
り
、
こ
の
出
来
事
が
あ
っ
た
の
で
、
道
が
改
造
さ
れ
た
の
で
は
と
推
測

さ
れ
る
。
サ
サ
ガ
ホ
キ
の
山
崩
れ
や
雪
ず
り
は
再
々
の
こ
と
で
あ
り
、
鳥
取
藩
で
は

先
に
寛
文
二
年
（
一
六
六
二
）
正
月
に
「
智
頭
郡
篠
ほ
き
雪
づ
り
の
時
、
に
わ
か
に

大
損
」
と
い
い
、
普
請
奉
行
に
は
「
油
断
な
き
よ
う
堅
く
申
し
渡
」
と
言
っ
て
い
た

と
『
藩
史
・
五
』
に
書
か
れ
て
い
る
。
サ
サ
ガ
ホ
キ
を
通
る
と
き
は
油
断
し
な
い
よ

う
に
呼
び
か
け
て
い
た
ほ
ど
、
困
難
な
道
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

こ
の
街
道
が
難
所
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
資
料
は
い
く
つ
も
あ
る
。『
因
幡
志
』

に
は「
大
雪
に
は
牛
馬
通
ら
ず
」と
あ
る
。
享
保
六
年（
一
七
二
一
）に
書
か
れ
た『
因

府
上
京
海
道
記
』
に
は
、こ
の
道
は
「
甚
キ
難
処
東
海
道
処
々
ノ
難
所
ト
イ
エ
ト
モ
、

カ
ヽ
ル
危
難
ノ
処
ナ
シ
。
殊
更
、
雪
中
ニ
通
イ
ナ
シ
。
又
此
ホ
キ
、
馬
二
頭
ナ
ラ
ブ

事
ナ
リ
ガ
タ
シ
。
ホ
キ
中
ニ
テ
少
ツ
、
馬
ヲ
引
入
ル
処
ア
リ
テ
、
タ
ガ
イ
ニ
馬
子
ト

モ
声
ヲ
カ
ケ
待
合
通
ル
也
。
若
行
チ
ガ
フ
時
ハ
、
一
方
ハ
必
谷
二
落
ベ
シ
」
と
、
と

て
も
危
険
な
山
道
で
あ
っ
た
が
、
行
き
交
う
人
々
は
苦
難
を
も
の
と
も
せ
ず
越
え
て

い
た
と
い
う
記
述
が
あ
る
と
『
智
頭
町
誌
』
に
あ
る
。
ま
た
、
因
幡
国
守
平
時
範
が

日
記
『
時
範
記
』（
承
徳
三
年
（
一
〇
九
九
））
に
、
こ
の
峠
を
通
り
因
幡
の
国
府
へ

笹
ヶ
桟
道
南
口
の
六
地
蔵

笹
ヶ
桟
道
北
口
の
二
尊
の
地
蔵
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②
赤
松
桟
道

　

続
い
て
赤
松
桟
道
に
つ
い
て
の
調
査
結
果
を
報
告
す
る
。
赤
松
桟
道
は
用
瀬
か
ら

少
し
上
が
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。『
因
幡
・
伯
耆
の
町
と
街
道
』（
中
林
保
、
富
士
書

店
、
一
九
九
七
年
）
に
よ
れ
ば
、
赤
松
桟
道
は
赤
松
峰
岐
と
も
呼
ば
れ
、
峰
岐
は
、

歩
危
の
当
て
字
で
、
歩
危
は
、
崖
の
意
味
で
交
通
の
難
所
に
つ
け
ら
れ
た
地
名
で
あ

る
。
四
国
の
大
歩
危
と
小
歩
危
は
有
名
で
あ
る
。

　

ま
た
『
因
幡
・
伯
耆
の
町
と
街
道
』
に
よ
れ
ば
、
赤
松
桟
道
の
下
に
は
大
き
な
渕

の
「
椀
貸
し
岩
」
が
あ
り
、
次
の
よ
う
な
伝
説
が
残
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
昔
大
勢
の

客
を
も
て
な
す
と
き
赤
松
峰
岐
の
下
の
渕
に
立
っ
て
、「
膳
と
椀
を
貸
し
て
く
れ
」

と
大
声
で
叫
ぶ
と
、
あ
く
る
朝
、
こ
の
岩
の
上
に
希
望
し
た
だ
け
の
膳
と
椀
が
用
意

さ
れ
て
い
た
。
そ
の
ま
ま
持
ち
帰
り
使
っ
て
、
夕
暮
れ
に
、
礼
を
言
っ
て
岩
の
上
に

置
い
て
お
く
。
翌
朝
行
っ
て
み
る
と
、
膳
と
椀
は
す
っ
か
り
な
く
な
っ
て
い
た
。
村

人
は
こ
の
渕
の
底
が
竜
宮
に
通
じ
て
お
り
、
膳
や
椀
は
そ
こ
か
ら
出
て
く
る
も
の
だ

と
信
じ
て
い
た
。
あ
る
と
き
、
膳
や
椀
を
借
り
て
い
た
村
人
の
一
人
が
椀
を
返
さ
な

か
っ
た
と
こ
ろ
、そ
の
後
い
く
ら
「
膳
と
椀
を
貸
し
て
く
れ
」
と
大
声
で
叫
ん
で
も
、

膳
と
椀
は
出
て
こ
な
か
っ
た
と
い
う
。
以
上
の
よ
う
な
伝
説
が
赤
松
桟
道
に
残
っ
て

い
る
。
ま
た
赤
松
桟
道
の
用
瀬
側
に
一
里
松
が
あ
っ
た
。
鳥
取
か
ら
五
里
（
約
二
〇

キ
ロ
）
の
標
で
、慶
長
九
年（
一
六
〇
四
）二
月
に
植
え
ら
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　

実
際
に
そ
の
赤
松
桟
道
の
場
所
で
あ
る
用
瀬
発
電
所
付
近
を
訪
れ
て
み
た
が
、
今

で
は
草
が
生
い
茂
り
、
道
が
ど
こ
な
の
か
特
定
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
と
て
も
残
念

で
あ
っ
た
が
、当
時
の
人
は
こ
の
よ
う
な
険
し
い
道
を
歩
い
て
い
た
と
推
測
で
き
た
。

（
寄
能　

千
明
）

と
あ
る
。
桟
道
と
は
前
に
記
し
た
よ
う
に
、
木
材
や
蘰
な
ど
を
用
い
て
棚
の
よ
う
に

張
り
出
し
た
道
の
こ
と
で
あ
る
。
笹
ヶ
桟
道
に
は
地
滑
り
を
防
ぐ
た
め
に
椿
が
植
え

ら
れ
て
い
て
、眼
下
の
渓
流
を
隠
す
ほ
ど
茂
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。こ
の
椿
は
、『
智

頭
町
誌
』
に
よ
れ
ば
、
天
保
一
三
年
（
一
八
四
二
）
二
月
に
椿
二
九
〇
〇
本
を
植
え

た
と
記
述
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
天
保
に
植
え
ら
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
昔

か
ら
道
が
通
り
や
す
い
よ
う
に
椿
な
ど
で
整
備
を
し
、
鳥
取
か
ら
出
て
い
く
人
、
鳥

取
を
訪
れ
る
人
の
た
め
に
配
慮
を
し
て
い
て
、
無
駄
安
留
記
の
著
者
が
そ
こ
に
注
目

し
て
い
て
面
白
い
。
ま
た
、
南
口
に
は
寛
政
一
二
年
（
一
八
〇
〇
）
に
つ
く
ら
れ
た

六
地
蔵
が
あ
る
。
村
に
さ
ま
ざ
ま
な
災
い
が
入
ら
な
い
よ
う
、「
当
村
若
衆
中
」
が

記
念
し
て
建
て
た
も
の
の
よ
う
だ
。

　

実
際
に
、
現
在
の
笹
ヶ
桟
道
に

行
っ
て
み
る
と
上
の
写
真
の
よ
う

に
道
の
ふ
ち
に
は
椿
の
よ
う
な
木

が
茂
っ
て
い
た
。
道
の
ふ
ち
は
崖

に
な
っ
て
い
て
危
険
な
道
の
り
で

あ
っ
た
。
こ
の
道
を
昔
は
馬
を
引

い
て
歩
い
て
い
た
と
考
え
る
と
と

て
も
危
険
で
、
大
変
だ
っ
た
こ
と

だ
ろ
う
。
し
か
し
、
桟
道
か
ら
見

え
る
景
色
は
見
晴
ら
し
が
よ
く
き

れ
い
で
下
を
見
れ
ば
川
も
流
れ
て

い
る
の
で
、
無
駄
安
留
記
の
著
者

は
風
景
も
楽
し
み
な
が
ら
歩
い
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

笹ヶ桟道　左手に椿らしき木
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駒
帰
阪

　

無
駄
安
留
記
の
駒
帰
阪（
図
１
）

を
見
て
み
る
と
、
本
文
は
無
く
絵

の
な
か
に
「
智
頭
郡　

駒
帰
阪　

是
因
作
国
界
」
と
、
場
所
、
地
名
、

そ
し
て
因
幡
国
と
美
作
国
の
国
界

（
境
）
で
あ
る
こ
と
が
書
か
れ
て

い
る
だ
け
で
あ
り
、
無
駄
安
留
記

当
時
の
様
子
は
、
絵
か
ら
想
像
す

る
し
か
な
い
。
絵
に
描
か
れ
た
駒

帰
阪
は
、
山
に
沿
っ
て
曲
が
り
く
ね
っ
た
細
い
道
で
、
笹
ヶ
桟
道
の
よ
う
に
谷
側
の

柵
も
無
い
だ
け
で
な
く
、
樹
木
も
少
な
く
山
肌
が
剥
き
出
し
に
な
っ
て
い
る
た
め
、

が
け
崩
れ
な
ど
、
非
常
に
危
険
な
道
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
ま
た
、
絵
に

は
四
人
の
人
物
が
、
そ
れ
ぞ
れ
荷
物
を
背
負
っ
た
り
、
天
秤
棒
を
担
い
だ
り
し
て
い

る
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
杖
を
つ
い
て
い
た
り
、
馬
は
描
か
れ
て
な
い
こ
と
か

ら
、
や
は
り
無
駄
安
留
記
の
時
期
も
、
地
名
の
由
来
と
な
っ
た
説
話
の
平
安
時
代
か

ら
変
わ
ら
ず
、
馬
が
通
る
こ
と
は
難
し
い
ほ
ど
の
険
し
い
道
だ
っ
た
こ
と
が
う
か
が

わ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
当
時
か
ら
難
所
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
駒
帰
阪
が
、
同
じ
く
難
所
と

言
わ
れ
て
い
た
笹
ヶ
桟
道
と
共
に
無
駄
安
留
記
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
は
、
駒
帰
阪

が
国
境
と
言
う
重
要
な
場
所
で
あ
っ
た
こ
と
も
そ
の
理
由
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

駒
帰
阪
（
無
駄
安
留
記
で
は
「
坂
」
で
は
な
く
「
阪
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、

本
文
で
は
こ
れ
に
従
う
）
は
、
鳥
取
県
と
岡
山
県
の
県
境
に
あ
る
駒
帰
か
ら
西
粟
倉

村
へ
越
す
峠
の
こ
と
で
、
現
在
で
は
志
戸
坂
峠
と
い
う
呼
び
方
が
一
般
的
と
な
っ
て

い
る
場
所
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
峠
は
他
に
も
、
人
見
坂
、
鹿
跡
御
坂
（「
し
と
の

み
さ
か
」
又
は
「
し
し
と
の
み
さ
か
」）
な
ど
の
呼
び
方
が
あ
る
。

　

駒
帰
阪
と
い
う
地
名
の
由
来
は
、
か
つ
て
武
内
宿
禰
が
因
幡
国
の
賊
を
平
定
す
る

た
め
に
こ
の
峠
を
越
え
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
あ
ま
り
に
険
し
い
山
道
の
た
め
彼
の

名
馬
で
も
登
る
こ
と
が
出
来
ず
、
あ
き
ら
め
て
引
き
返
し
、
但
馬
と
の
国
境
の
戸
倉

坂
か
ら
因
幡
国
に
入
国
し
こ
と
か
ら
、
馬
（
＝
駒
）
で
も
引
き
返
し
た
難
所
と
い
う

こ
と
で
駒
帰
阪
と
言
う
名
が
付
け
ら
れ
た
。
ま
た
別
に
、
か
つ
て
佐
治
郷
余
戸
の
城

主
山
内
四
郎
左
衛
門
と
、
佐
治
村
刈
地
に
城
を
構
え
た
開
拓
者
佐
治
四
郎
が
領
地
を

巡
っ
て
争
い
、
つ
い
に
は
佐
治
四
郎
が
山
内
氏
を
滅
ぼ
し
た
。
山
内
氏
は
名
馬
を
数

多
く
所
有
し
て
い
た
が
、
滅
ぼ
さ
れ
て
か
ら
は
馬
の
世
話
を
す
る
者
も
無
く
野
放
し

に
な
っ
て
い
た
た
め
、
佐
治
四
郎
が
こ
れ
を
捕
ら
え
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
馬
達
は

逃
げ
て
し
ま
い
捕
ま
え
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
た
だ
一
旦
は
逃
げ
た
馬
達
も
、

駒
帰
阪
ま
で
行
く
と
そ
こ
を
越
え
る
こ
と
は
で
き
ず
、引
き
返
し
て
き
た
こ
と
か
ら
、

馬
で
も
引
き
返
し
た
急
な
峠
と
い
う
事
で
駒
帰
阪
と
名
付
け
ら
れ
た
と
い
う
話
も
あ

る
。
内
容
は
異
な
る
が
、
こ
の
二
つ
の
話
は
ど
ち
ら
も
駒
帰
阪
の
地
名
の
由
来
が
、

馬
が
登
れ
ず
に
引
き
返
し
た
急
な
阪
と
い
う
点
で
一
致
し
て
お
り
、
当
時
の
人
々
の

間
で
険
し
い
山
道
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

図
１
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軽
二
人
に
よ
っ
て
駒
帰
阪
へ
送
ら
れ
、
そ
こ
で
追
放
さ
れ
た
と
あ
り
、
実
際
に
駒
帰

阪
が
国
境
と
し
て
、
両
国
追
放
の
際
に
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
が
分

か
る
。

　

駒
帰
阪
は
智
頭
街
道
に
含
ま
れ
て
お
り
、
鳥
取
藩
の
参
勤
交
代
道
と
し
て
も
利
用

さ
れ
て
い
た
。
来
見
田
博
基
『
鳥
取
藩
の
参
勤
交
代
』（
二
〇
一
二
）
に
よ
る
と
、

鳥
取
藩
の
参
勤
交
代
は
江
戸
時
代
の
二
六
四
年
間
で
九
〇
回
余
り
行
わ
れ
た
が
、
そ

の
全
て
で
駒
帰
阪
を
通
っ
て
い
る
。
駒
帰
阪
は
国
境
で
あ
る
た
め
、
参
勤
交
代
の
際

に
は
こ
こ
で
役
人
た
ち
が
藩
主
を
送
迎
し
て
お
り
、
代
々
の
藩
主
た
ち
も
帰
国
の
際

に
は
、
こ
の
地
の
役
人
に
領
内
の
様
子
を
確
認
し
て
い
た
。
さ
ら
に
、
江
戸
か
ら
の

長
い
道
の
り
の
最
後
の
難
所
で
あ
り
、
こ
こ
を
越
え
る
と
鳥
取
藩
の
領
内
に
入
る
と

い
う
場
所
で
も
あ
る
。
初
代
藩
主
の
池
田
光
仲
も
死
去
す
る
二
ヶ
月
ほ
ど
前
、
最
後

の
帰
国
で
駒
帰
阪
に
さ
し
か
か
っ
た
時
に
は
、
側
近
に
こ
れ
ま
で
参
勤
交
代
で
何
度

も
見
た
駒
帰
阪
か
ら
の
景
色
も
見
納
め
だ
と
語
っ
た
と
い
う
。
こ
の
事
か
ら
も
駒
帰

阪
は
藩
主
た
ち
に
と
っ
て
特
に
印
象
深
い
場
所
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
（
図
２
）。

　

鳥
取
県
と
岡
山
県
と
の
県
境
に
あ
る

こ
の
峠
に
は
、
無
駄
安
留
記
に
描
か
れ

て
い
る
駒
帰
阪
の
古
道
、
昭
和
九
年

に
作
ら
れ
た
旧
道
（「
志
戸
坂
隧
道
」）、

昭
和
五
〇
年
の
志
戸
坂
道
路
（
現
在
の

国
道
三
七
三
号
線
）
の
三
本
の
道
が
通

さ
れ
た
。
し
か
し
現
在
で
は
、
古
道
だ

け
で
な
く
旧
道
も
廃
道
と
な
り
、
国
道

三
七
三
号
線
以
外
は
ほ
と
ん
ど
使
わ

　

国
境
と
し
て
は
、
平
安
期
か
ら
国
司
が
因
幡
国
に
入
る
際
の
、
境
迎
え
と
い
う

入
国
の
儀
式
が
駒
帰
阪
で
行
わ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
新
任
の
国
司
が
京
都
か
ら
任
地

の
国
境
に
到
着
し
た
と
き
に
、
在
地
の
国
府
の
役
人
が
出
迎
え
て
供
応
す
る
儀
式

の
こ
と
で
、
駒
帰
阪
で
行
わ
れ
た
境
迎
え
の
儀
式
に
つ
い
て
は
、
承
徳
三
年
（
一
○

九
九
）
二
月
か
ら
四
月
に
わ
た
っ
て
、
因
幡
守
と
し
て
国
府
（
現
在
の
鳥
取
市
国
府

町
）
で
政
務
を
執
っ
た
平
時
範
が
記
し
た
『
時
範
記
』
の
中
に
見
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
『
時
範
記
』
の
中
で
は
、
美
作
国
の
境
根
（
現
在
の
岡
山
県
英
田
郡
西
粟
倉
村
境

根
）
に
到
着
し
た
平
時
範
の
一
行
は
、
ま
ず
、
因
幡
へ
の
入
国
前
に
駒
帰
阪
の
因
幡

国
側
に
控
え
て
い
た
因
幡
の
在
庁
役
人
達
へ
使
者
を
派
遣
し
て
、
境
迎
え
の
儀
式
に

関
す
る
慣
習
を
確
か
め
た
。
そ
し
て
翌
日
、
束
帯
と
帯
剣
で
正
装
し
、
黒
毛
の
馬
に

乗
り
駒
帰
阪
へ
向
か
う
。
駒
帰
阪
の
頂
上
手
前
に
な
る
と
時
範
は
馬
を
下
り
て
頂
上

に
立
ち
、
峠
の
因
幡
国
側
に
並
ぶ
在
庁
役
人
た
ち
の
前
を
、
時
範
が
持
参
し
た
因
幡

国
の
神
社
に
奉
納
す
る
宝
物
、
下
役
を
引
き
連
れ
た
時
範
の
順
に
入
国
し
た
。
最
後

に
、
官
職
・
姓
名
を
名
乗
る
在
庁
役
人
達
に
、
時
範
が
会
釈
を
返
し
て
、
境
迎
え
の

儀
式
は
完
了
と
な
る
。

　

同
時
に
、
駒
帰
阪
は
両
国
追
放
と
な
っ
た
罪
人
が
見
張
り
の
町ま
ち

御お

め

つ

目
付
け
や
警け
い

固ご

足あ
し

軽が
る

に
最
後
に
見
送
ら
れ
る
場
所
で
も
あ
っ
た
。
両
国
追
放
と
は
、
因
幡
国
、
伯
耆

国
の
両
国
か
ら
追
放
さ
れ
る
刑
の
こ
と
で
、
鳥
取
藩
に
お
け
る
追
放
刑
の
中
で
一
番

重
い
も
の
で
あ
る
。
追
放
刑
は
、
追
放
人
の
代
理
が
申
し
渡
し
を
受
け
と
る
と
そ
の

日
の
う
ち
に
、武
士
で
あ
れ
ば
町
御
目
付
け
、武
士
以
外
で
あ
れ
ば
警
固
足
軽
に
よ
っ

て
国
境
ま
で
見
送
ら
れ
、
そ
こ
で
追
放
さ
れ
た
。

　

駒
帰
阪
で
行
わ
れ
た
両
国
追
放
の
様
子
は
、『
飯
田
秀
雄
自
筆
「
秀
雄
四
十
二
際

厄
難
荒
増
」』『
御
役
所
向
諸
日
記
』（『
無
駄
安
留
記
隊
報
告
書
二
〇
一
〇
』）
に
も

み
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
天
保
三
年
（
一
八
三
二
）
九
月
一
三
日
、

両
国
追
放
の
申
し
渡
し
を
受
け
た
飯
田
秀
雄
は
、
即
刻
、
垂
れ
駕
籠
で
お
付
き
の
足

図
２　
駒
帰
阪
古
道
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れ
る
こ
と
も
無
く
な
っ
た
。
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
古
く
か
ら
の
駒
帰
阪
の

古
道
は
、
現
在
も
保
護
、
維
持
さ
れ
、
宿
場
町
で
あ
っ
た
智
頭
宿
ま
で
の
約
一
八
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
は
、
文
科
省
の
歴
史
の
道
百
選
に
も
選
定
さ
れ
て
い
る
。
実
際
、
現
地

に
は
天
候
の
回
復
を
待
っ
て
一
一
月
中
旬
に
足
を
運
ん
だ
が
、
当
時
と
異
な
る
部
分

は
、
峠
の
途
中
に
休
憩
所
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
や
、
石
垣
や
頂
上
付
近
の
木
製

の
階
段
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
く
ら
い
で
、
ほ
ぼ
無
駄
安
留
記
当
時
の
ま
ま
残
さ
れ
て

い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
思
っ
た
。

（
奈
須　

卓
也
）
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